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は じ め に 

 

 

 

 この年報は、出水市消防本部の消防業務に関する諸般の事項を収録し、将来の参考に資す

るとともに、併せて消防事情を広く一般に紹介するため編集したものです。 

 なお、各資料は、特記のない限り令和元年度又は平成３１年１月１日から令和元年１２月

３１日までの年間資料です。 
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１ 出水市の概要 

  出水市は、鹿児島県の北西部に位置し、その面積は３２９．９８平方キロメート

ルにして、東西への広がりは約２７キロメートル、南北の広がりは約２３キロメー

トルになり、人口５３，０１８人（令和２．４．１現在）である。 

  陸の三方を阿久根市、薩摩川内市、さつま町、伊佐市及び熊本県水俣市に接し、

北西は八代海（不知火海）に臨む。 

  本市は、北薩の秀峰紫尾山に抱かれ、不知火海をはさんで長島、天草の諸島を目

前に冬は遠くシベリアからツル（国の特別天然記念物）が訪れる自然豊かな出水平

野に広がる田園都市である。 

 

２ 出水市消防本部の設立 

平成１８年３月１３日、旧出水市・旧高尾野町・旧野田町が合併したことに伴

い、「出水地区消防組合消防本部」から「出水市消防本部」となる。  

 

３ 面積・人口及び世帯数 

                       Ｒ２．４．１ 

出 水 市 
面  積（ｋ㎡） 人  口（人） 世 帯 数（世帯） 

３２９．９８ ５３，０１８ ２５，３５６ 
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５ 沿  革 

 

昭和37年 

 4.  2  出水市消防署開署式 

辞令交付（4月1日は日曜日のため） 

      市長 渋谷 透氏 消防長 田上 衍氏 消防署次長兼庶務係長 枦山 喜雄氏 

      警防係長 松浦 達蔵氏、甲部に分隊長以下6人、乙部に分隊長以下6人の体制で 

      消防長を含め実員13名 

      前団長 井島 幸雄氏退団 新団長 金子 文一氏就任 

 4. 27  水槽付ポンプ自動車（銀河号）配置 

 5.  7  消防署庁舎竣工検査 

 5.  8  庁舎移転 

 7. 13  庁舎落成式 

9. 14  署と水槽付ポンプ自動車に無線機取付 

10. 26  促進会より風速計寄贈 

10. 31  職員2人採用 

11. 10  蕨島警鐘台落成 

昭和38年 

2.  1  辞令交付式 実員15人 

 事務分掌制定 

4.  1  消防署発足1周年記念パーティー 

11.  6  県消防会館落成式 

12. 26  出水市消防賞じゅつ金条例制定 

昭和39年 

   1. 22  専売公社自衛消防隊出初式 

12. 15  職員1人採用 実員16人 

昭和40年 

4.  1  消防団員定数345人に改正 

8. 25  出水市消防署事務決裁規程公布 

10. 13  第6分団運搬車貸与式 

昭和41年 

   2. 16  消防ポンプ自動車（矢筈号）配置 

   4.  1  消防本部（署） 

         水槽付消防ポンプ自動車 1台 

         消防ポンプ自動車    1台 

         赤バイ         1台 

        消防団 

         消防ポンプ自動車    5台 
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         可搬ポンプ積載車    1台 

         可搬ポンプ       29台 

        消防団員 

         1本部  7分団    345人 

        消防本部 

消防長（署長）      1 

         次長（庶務係長）     1 

         庶務係          3 

         警防係（長）       9 

         予防係（長）       9 

          計         25人 

   7. 18  署に副分隊長制導入 

   9.  1  消防団操法競技大会（於 製紙工場） 

         優勝  自動車   第2分団 

             可 搬   第5分団（新蔵班） 

   10. 10  体育の日誕生 

昭和42年 

  2. 10  仮眠室落成、訓授室新設 

  2. 11  建国記念日制定 

2. 21  行政監査 「救急業務」 

4.  1  署発足5周年、士長2人昇任、副分隊長となる 

      司令長 1  司 令 1  司令補 1  士長 4   

消防士 18  合計25人 

4. 17  映画「同期のさくら」出水市内でロケ始まる 

5.  1  消防長は市長 渋谷 透氏兼務となる 

6. 30  署長 田上 衍氏退職 

7.  1  署長心得に次長 枦山 喜雄氏就任 

9. 24  第7分団自動車車庫落成（荒崎） 

10. 23  救急科第1期生2人入校 

11. 13  救急隊編成 

12. 15  救急車入庫検収、即日業務開始 

昭和43年 

 1. 17  消防大学校研修科に枦山司令入校 

2.  7  救急車無線機取付 

2.  9  矢筈号に無線機取付 

     自家用発電機取付 

3.  7  自治体消防発足20周年記念全国消防大会に金子団長以下10人参加 

  全国消防大会式典（於 日本武道館） 

     出水市  日消表彰旗  団消竿頭綬  受章 
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4.  1  消防団員定数333人に条例改正  

     消防署実員25人 

7. 20  消防本部所在地 出水市緑町1番地に変更 

昭和44年 

3.  4  市営球場開き プロ野球オープン戦 西鉄対広島 

3.  5  農業気象観測 農林課より引継ぐ 

3. 14  消防団無線機設置10基 団長1 副団長2 分団長7 

8. 21  運搬車貸与式3台 4-2部、5-2部、7-2部 

8. 28  5-2部車庫完成 

9.  １  署長に枦山 喜雄氏就任、次長に松浦 達蔵氏就任 

9. 19  4-2部車庫完成検査 

昭和45年 

3.  2  １日消防署長（市婦人会長他3人）初めての試み 

3.  9  救急業務 高尾野町との応援協定設立 

5. 11  団長に宗像 末義氏、副団長に吉田 国義氏、田上 国志氏就任 

6.  3  助役に消防長兼公室長 税所 重蔵氏就任 

9. 12  消防長事務取扱に助役 税所 重蔵氏就任 

10.  2  第5分団車庫落成 

10.  7  運搬車貸与式 第3分団第2部・第3分団第3部 

10. 14  第3分団第2部・第3分団第3部車庫落成式 

昭和46年 

7.  6  東町と救急業務応援協定締結 

7. 30  出水警察署に消防無線貸与 

8. 24  午後3時59分大井手井堰において水難事故発生 

     戸﨑 和弘消防士二次災害により逝去 

8. 26  故戸﨑司令補 密葬 

8. 28  故戸﨑司令補 市葬 於 出水公会堂 

9. 22  消防職員30人に定数条例改正 

10.  6  故戸﨑司令補に出水市消防賞じゅつ金支給 

10.  7  故戸﨑司令補 勲七等青色桐葉章受章 

10. 25  車庫（名古・田原）落成 

11. 10  出水病院から潜水機材2組寄贈 

12.  1  運搬車庫竣工検査（名古・田原）  

12. 13  第2分団自動車部に2代目「わかあゆ」貸与式 

        ホース乾燥台落成 田原・名古 

12. 22  運搬車貸与式 2台 

         第5分団第3部（名古） 

         第6分団第3部（田原） 
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昭和47年 

1.  4  消防臨時職員辞令交付3人 実員27人 

1. 14  職員1人退職、実員26人 

1. 25  署庁舎仮眠室・事務室拡張工事着工 

3. 31  第5分団自動車部に消防ポンプ自動車貸与式 

4.  1  職員3人採用、実員29人 

     野田村との救急業務応援協定締結 

     消防署発足10周年 

     消防署実員 30人  消防団実員 312人 

昭和48年 

   3.   1  患者搬送車（トヨペット クラウンバン 2,000 ㏄）出水ライオンズクラブ寄贈 

  4.  2  庶務係に日勤2人配属 実員32人 

  4.  6  職員6人採用、実員38人 

  4. 24  職員1人退職、実員37人 

  8.  1  職員5人採用、実員42人 

  8. 28  スノーケル車（三菱ふそう 16ｍ級）配置 

昭和49年 

   4.  1  出水地区消防組合設立 

        管理者職務執行者に出水市長 渋谷 透氏就任 

        消防本部発足 

        消防長事務取扱に助役 税所 重蔵氏就任 

        本部次長兼署長に枦山 喜雄氏就任 

消防組合職員27人（出水市13人、高尾野町9人、野田町5人）採用 

        出水市から2人の職員派遣 

        職員定数条例が改正され、定数67人となる 

   4. 15  第1回出水地区消防組合議会開催 

        管理者に出水市長 渋谷 透氏、副管理者に高尾野町長 川原 真蔵氏、野田町長 松

ヶ角 友大郎氏、監査委員に若松 壱氏（学経）、四位 靖夫氏（議選）、議長に御幸 為

喜氏、副議長に冨吉 徳蔵氏選出 

   8. 15  消防組合職員1人退職 

   8. 31  出水市消防本部・署閉庁 職員は消防組合へ派遣37人 

   9.  1  出水地区消防組合業務開始 

        1本部1署1分署、定数67人 実員65人 

消防車両 7 台（水槽付消防ポンプ自動車 1台、消防ポンプ車 2台、スノーケル車 1台、

救急車2台、指令車1台）の陣容で業務開始 

   9. 11  消防長 税所 重蔵氏、出水市長選挙出馬のため退任、後任は本部次長 枦山 喜雄氏

が職務代理 

10. 31  管理者 渋谷 透氏 出水市長勇退により退任 

11. 19  管理者に出水市長 税所 重蔵氏就任 
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        議長に宗像 末義氏就任 

12.   1  消防長事務取扱に市長 税所 重蔵氏就任 

        本部次長兼署長 枦山 喜雄氏退職、後任に松浦 達蔵氏昇格、定数67人 実員64人 

12. 14  職員1人退職、定数67人 実員63人 

昭和50年 

1.  18  救急車（トヨタ 2B）日本損害保険協会寄贈、分署に配置 

1.  20  分署救急業務開始 

2.  20    消防長事務取扱に出水市助役 田島 清俊氏就任 

3. 27  分署に無線固定局（NEC 10W）設置 

   4.  1  野田村町制施行 

        職員2人採用、定数67人 実員65人 

4. 17  職員1人退職、定数67人 実員64人 

5. 16  副管理者に高尾野町長 鳥丸 正登氏、副議長に松元 貞雄氏、監査委員（議選）に連

尺野 繁氏就任 

昭和51年 

1.  19   阿久根地区消防組合と消防相互応援協定締結 

   3. 31  消防長事務取扱 田島 清俊氏退任 

   4.  1  専任消防長に出水市財政課長 浦崎 実氏就任、定数67人 実員64人 

9.  1  本部次長兼署長 松浦 達蔵氏退職、定数67人 実員63人 

   11. 16  職員1人退職、定数67人 実員62人 

   11. 17  議長に山本 武充氏就任 

12.  6    水槽付消防ポンプ自動車（銀河号：日野 Ⅱ型）更新購入、本署に配備 

12.   9  救急車（トヨタ 2B）日本損害保険協会寄贈、本署に配備 

昭和52年 

1. 11  救助技術訓練塔竣工 

3. 24  本署無線基地局（NEC 10W）更新設置 

   4.  1  職員1人退職、出水市役所へ 定数67人 実員61人 

   4. 29  元出水市消防本部消防長 田上 衍氏 春の叙勲で勲五等瑞宝章受章 

6.  14  仮眠室にクーラー設置、本署2基、分署1基 

   9.  9  副管理者に野田町長 満武 勝夫氏就任   

 11. 13  患者輸送車（トヨペット クラウンバン 2,000 cc 移動式担架・人工蘇生器付） 

        出水ライオンズクラブ寄贈、本署に配備 

昭和53年 

4.  1  職員定数条例が改正され、定数69人となる 

職員4人採用、定数69人 実員65人 

   4.  7  職員1人出水市から派遣、定数69人 実員66人 

   4. 13  出水ライオンズクラブに紺綬褒章が授与される（患者輸送車寄贈） 

11. 17  議長に植木 龍男氏就任 
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昭和54年 

4.  1  定数69人 実員66人 

5.  1  本署分隊編成から小隊編成となる 

   5. 28  副議長に遠竹 昭知氏、監査委員（議選）に大迫 喜行氏就任 

   6. 30  消防長 浦崎 実氏退任、出水市水道課へ 

   7.  1  消防長に出水市企画課長 岩長 栄次氏就任 

          本部次長兼署長に中野 宏氏就任 

10.  2  救急車（トヨタ 2B）日本消防協会寄贈、本署に配備 

昭和55年 

4.  1  定数69人 実員66人 

6. 27   事務連絡車（スズキ 軽ワゴン）購入、分署に配備 

10. 14  大口市外三町消防組合と消防及び救急相互応援協定締結 

11. 26  議長に門田 重人氏就任 

昭和56年 

1. 23  小型動力ポンプ（トーハツ C－1級）購入、本署に配備 

4.  1  定数69人 実員66人 

4. 12  職員1人退職、定数69人 実員65人 

4. 13  職員1人採用、定数69人 実員66人 

10. 27  消防ポンプ自動車（矢筈号:日野 CD－Ⅱ型）更新購入、本署に配備 

11.  3  元出水市消防本部次長兼署長 松浦 達蔵氏 秋の叙勲で勲六等瑞宝章受章 

12.  2  救急車（トヨタ 2B）日本損害保険協会寄贈、分署に配備 

昭和57年 

4.  1  祁答院地区消防組合、水俣芦北消防組合と消防及び救急相互応援協定締結 

     定数69人 実員66人 

6.  3  指令車（日産 セドリックバン2,000 ㏄）更新購入、本署に配備 

10. 29  消防ポンプ車（紫尾号：いす  ゞ CD－Ⅰ型 ホースカー付）更新購入、分署に配備 

11. 16   議長に山道 与市氏就任 

昭和58年 

3. 29   監査委員（学経）に中野 吉人氏就任 

4.  1  定数69人 実員66人 

5.  8    管理者 出水市長 税所 重蔵氏死去 

5. 28  監査委員（議選）に大迫 喜行氏再任 

5. 29  事務連絡車（スズキ 軽ワゴン）購入、本署に配備 

6. 27  管理者に出水市長 溝上 巖氏就任 

9. 30  消防長 岩長 栄次氏退任、出水市総務課へ 

10.  1  消防長に出水市立病院事務長 有村 政輝氏就任 

昭和59年 

3.  5  救急車（トヨタ 2B）日本損害保険協会寄贈、本署に配備 

4.  1  定数69人 実員66人 
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5. 22  広報車（日産 ブルーバード 1,500 ㏄）購入、本署に配備 

11. 22  議長に武下 敬蔵氏就任 

11. 22  マイクロバス（日産 キャラバン 2,000 ㏄）日本防火協会寄贈 

昭和60年 

1. 31  消防長 有村 政輝氏退任 

2.  1  消防長に本部次長 中野 宏氏就任 

3. 28  監査委員（学歴）に中野 吉人氏再任 

4.  1  職員2人採用、定数69人 実員67人 

5. 28  副議長に連尺野 繁氏就任、監査委員（議選）に大迫 喜行氏再任 

10.  1  職員1人退職、高尾野町役場へ、定数69人 実員66人 

11.  8  救助工作車（日野 CD型）購入、本署に配備 

12.  1  川内地区消防組合と消防及び救急相互応援協定締結 

昭和61年 

4.  1  署長に今林 祐信氏就任 

        職員3人採用、定数69人 実員69人 

9. 30  職員3人退職、出水市役所へ2人、野田町役場へ1人 定数69人 実員66人 

11. 21    議長に糸田 熊吉氏就任 

昭和62年 

1. 31  副管理者 野田町長 満武 勝夫氏死去 

2. 19    収入役 奥村 正夫氏退任 

2. 20  収入役職務代理者に出水市事務吏員 宮下 藤吉氏就任 

     救急車（日産 2B）日本損害保険協会寄贈、本署に配備 

3. 24  副管理者に野田町長 宇都 忠男氏就任 

     監査委員（学経）に中野 吉人氏再任 

4.  1  職員3人採用、定数69人 実員69人 

5. 21  副管理者に高尾野町長 池田 正明氏就任 

     副議長に尾野島 平氏就任、監査委員（議選）に大迫 喜行氏再任 

7.  3  収入役に出水市収入役 矢原 勇氏就任 

7.  7  管理者に出水市長 溝上 巖氏再任 

9. 30  職員3人退職、出水市役所へ2人、高尾野町役場へ1人 定数69人 実員66人 

昭和63年 

4.  1  職員3人採用、定数69人 実員69人 

   9. 30  職員3人退職、出水市役所へ2人、高尾野町役場へ1人 定数69人 実員66人 

10. 15  出水地区消防組合新庁舎起工式 

11. 24  議長に山﨑 一利氏就任 

 平成元年 

1. 31  救急車（トヨタ 2B）株式会社大和から寄贈、本署に配備 

3. 30  監査委員（学経）に中野 吉人氏再任 

3. 31  職員1人退職、出水市役所へ 定数69人 実員65人 
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4.  1  職員3人採用、定数69人 実員68人 

5. 29  副議長に山元 一夫氏就任、監査委員（議選）に大迫 喜行氏再任 

6. 10  消防組合新庁舎 出水市緑町50番2号に新築落成 

6. 11  新庁舎へ移転 

6. 24  組合議員 岩下 則道氏死去 

9.  4    職員1人退職、実員67人 

9. 30  職員2人退職、高尾野町役場へ1人、野田町役場へ1人 実員65人 

10.  1  消防本部を2課4係に、署を4係に機構改革 

12. 13  訓練塔完成 

平成２年 

2. 1    消防通信指令台完成（消防緊急情報システムⅠ型） 

3. 31  消防長 中野 宏氏を含め職員2人退職 実員63人 

4.  1  消防長に出水市総務課長 大石 昇氏就任 

     職員定数条例が改正され、定数70人となる 

     職員4人採用、定数70人 実員68人 

9. 30  職員1人退職、出水市役所へ 定数70人 実員67人 

11. 21  議長に武下 敬蔵氏就任 

平成３年 

3. 26  監査委員（識見）に中野 吉人氏再任 

3. 31  職員1人退職、定数70人 実員66人 

4.  1  職員3人採用、定数70人 実員69人 

5. 15  副管理者に高尾野町長 池田 正明氏、野田町長 小園 善行氏就任 

     副議長に尾野島 平氏、監査委員（議選）に鹿子木 照美氏就任 

7. 20  管理者に出水市長 矢野 克視氏就任 

9. 30  職員2人退職、出水市役所へ 定数70人 実員67人 

平成４年 

1. 22  水槽付消防ポンプ自動車（銀河号：日野 Ⅱ型）更新購入、本署に配備 

3. 31  次長兼署長 今林 祐信氏退職、定数70人 実員66人 

4.  1  次長に富永 和寛氏、署長に阿部 昭雄氏就任 

     職員2人採用、定数70人 実員68人 

9. 30  職員1人退職、出水市役所へ 定数70人 実員67人 

11. 26  議長に下田 敏氏就任 

12. 14  はしご付消防ポンプ自動車（森田ポンプ 30メートル級）購入、本署に配備 

平成5年 

3. 31  消防長 大石 昇氏退任、出水市市民福祉部へ 

4.  1  消防長に出水市産業振興部長 前田 純夫氏就任 

     定数70人 実員67人 

6.  10  副議長に尾野島 平氏、監査委員（議選）に田中 義登氏就任 

12.  6  職員1人退職、定数70人 実員66人 
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平成6年 

3. 31  消防長 前田 純夫氏退職 

4.  1  消防長に消防本部次長 富永 和寛氏就任 

     職員2人採用、定数70人 実員67人 

7.  4  監査委員（議選）に鹿子木 照美氏就任 

8. 30  消防組合発足20周年記念式典 

9. 30  査察広報車（トヨタ クラウンバン 2,000 ㏄）槝之浦 良文氏寄贈、本署に配備 

11. 22  議長に上野 角三氏就任 

平成7年 

3. 13  救急車（トヨタ 2B）槝之浦 良文氏一部寄贈、分署に配備 

3. 30  監査委員（識見）に中野 吉人氏再任 

4.  1  定数70人 実員67人 

6. 19  管理者に出水市長 矢野 克視氏、副管理者に高尾野町長 池田 正明氏、野田町長 小

園 善行氏就任 

     副議長に山門 康之氏、監査委員（議選）に鹿子木 照美氏就任 

7. 21  収入役に出水市収入役 中満 勲氏就任 

9.  7  救急車（トヨタ 2B）更新購入、本署に配備 

平成8年 

3. 31  消防長 富永 和寛氏退職、定数70人 実員66人 

4.  1  消防長に本部次長 阿部 昭雄氏就任、本部次長に坂口 昭夫氏、署長に德留 隆雄氏

就任 

     職員1人採用、定数70人 実員67人 

6. 29  事務連絡車（スバル サンバーバン660 ㏄）更新購入、分署に配備 

11. 15  議長に野間口 岩見氏就任 

12. 19  消防ポンプ自動車（矢筈号：日野 CD－Ⅱ型）更新購入、本署に配備 

平成9年 

  1. 17  消防ポンプ自動車（紫尾号：いす  ゞ CD－Ⅰ型）更新購入、分署に配備 

3. 31  消防長 阿部 昭雄氏退職 定数70人 実員66人 

4.  1  消防長に出水商業高等学校事務長 濵田 守邦氏就任 定数70人 実員67人 

5.  12  副議長に山門 康之氏、監査委員（議選）に鹿子木 照美氏再任 

7. 10  出水市針原地区土石流災害発生 21人死亡、負傷者13人、家屋倒壊19棟、半壊1棟、

一部損壊2棟 

11.  3  元出水地区消防組合 出水消防署長 今林 祐信氏 秋の叙勲で勲六等単光旭日章受章 

平成10年 

2. 27  高規格救急自動車（日産 パラメディックⅡ 2,960 ㏄）購入、本署に配備 

3. 31  総務課長 桂木 政利氏退職、定数70人 実員66人 

4.  1  職員1人採用、定数70人 実員67人 

     高規格救急自動車による高度救急業務開始 

7. 28  広報車（日産 ダットサンピックアップ 4WD）更新購入、本署に配備 
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   11. 20  議長に上野 角三氏就任 

平成11年 

3. 29  監査委員（識見）に中野 吉人氏再任 

4.  1  定数70人 実員67人 

6. 30  マイクロバス（トヨタ ハイエース 2,400 ㏄ 15人乗り）更新購入、本署に配備 

7.  5  管理者に出水市長 渋谷 俊彦氏、副管理者に高尾野町長 平原 三男氏、野田町長 特

手 貞雄氏就任、副議長に尾野島 平氏、監査委員（議選）に本城 利明氏、監査委員

（識見）に通畠 幸一氏就任 

8. 12  収入役に出水市収入役 戸﨑 節夫氏就任 

平成12年 

3. 31  消防長 濵田 守邦氏退任、出水市市民福祉部へ 

4.  1  消防長に本部次長 坂口 昭夫氏、本部次長に德留 隆雄氏、署長に武田 勲氏就任 

     職員1人採用 定数70人 実員67人 

5.  2  元出水地区消防組合職員 冨永 登氏 春の叙勲で勲六等瑞宝章受章 

6. 28  事務連絡車（ダイハツ 軽四輪貨物自動車）購入、本署に配備 

11. 20  議長に税所 司氏就任 

平成13年 

4.  1  地球温暖化防止活動実行計画により活動開始（出水市、北薩広域行政事務組合、出水地

区消防組合） 

     定数70人 実員67人 

5. 23  副議長に浦崎 義俊氏就任 

     監査委員（議選）に堀口 文治氏就任 

10. 22  石坂分署庁舎建設着工 

11. 29  救助工作車（日野 Ⅱ型）更新購入、本署に配備 

12. 10  通信指令装置の機器等搬入始まる 

平成14年 

1. 25  消防緊急通信指令施設（Ⅰ型）完成 

2.  1  消防緊急通信指令施設（Ⅰ型）運用開始式 

2.  4  職員1人死亡退職、定数70人 実員66人 

3.  8  石坂分署庁舎完成 

3. 11  石坂分署新庁舎業務開始 

3. 29  石坂分署新庁舎落成式 

3. 31  職員2人退職、定数70人 実員64人 

4.  1  署長に出水市市民福祉部保育園園長 宮下 明雄氏就任 

     職員3人採用、定数70人 実員68人 

5. 20  はしご車オーバーホール（9月30日まで） 

11. 29  議長に大石 昇氏就任 

平成15年 

2. 28  高規格救急自動車（日産 パラメディックⅡ型 3,500 ㏄）購入、石坂分署に配備 
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3. 28  監査委員（識見）に上原口 茂氏就任 

3. 28  石坂分署高規格救急自動車運用開始式 

3. 31  消防長 坂口 昭夫氏退職、定数70人 実員67人 

4.  1  消防長に本部次長 德留 隆雄氏、本部次長に宮下 明雄氏就任 

     職員2人採用、定数70人 実員69人 

     石坂分署高規格救急自動車による高度救急業務開始 

     潜水救助業務開始 

7. 23  熊本県水俣市宝川内地区土石流災害による行方不明者捜索に潜水救助隊を含め延べ44 

～25    人応援出動 

    7. 30  副議長に尾野島 平氏就任 

         監査委員（議選）に川畑 寿昭氏就任 

平成16年 

3. 31  職員3人退職、実員66人 

4.  1  消防長に本部次長 宮下 明雄氏、本部次長に内村 悟氏、署長に下島 重弘氏就任 

     職員1人採用、定数70人 実員67人 

11.  3  元消防長 中野 宏氏 秋の叙勲で瑞宝双光章受章 

11. 24  議長に田頭 良成氏就任 

平成17年 

4.  1  職員3人採用、定数70人 実員70人 

     分署分隊編成から小隊編成となる 

5. 23  副議長に餅井 敏郎氏就任 

     監査委員（議選）に上原 眞吉氏就任 

8. 25  第 34 回全国消防救助技術大会がさいたま市（岩槻文化公園）において開催され、道添

チーム（道添、林田、金丸）入賞 

平成18年 

3. 12  出水市、高尾野町及び野田町の廃置分合により、出水地区消防組合が解散となる。 

3. 13  「新出水市」の誕生により、消防本部名が出水市消防本部に、消防署名が出水市出水消

防署となる。 

     職員定数条例が改正され、定数75人となる 定数75人 実員71人 

総務課が消防総務課となり、消防総務課に通信指令係、警防課に消防団係が新設され、

職員1人が増員される。 

旧出水市消防団、旧高尾野町消防団及び旧野田町消防団が統合され、「新出水市消防団」

が誕生、16分団29部にて、団長兼出水地区団長に野間口 岩見氏、高尾野地区団長に

尾野島 俊光氏、野田地区団長に上原口 茂氏、出水地区副団長に平井 勝也氏及び外 

良德氏、高尾野地区副団長に坂木 良次氏、野田地区副団長に迫口 信幸氏就任 

        定数493人 実員488人 

4.  1  団長兼出水地区団長に平井 勝也氏、高尾野地区団長に尾野島 俊光氏、野田地区団長

に上原口 茂氏、出水地区副団長に外 良德氏及び安田 悟氏、高尾野地区副団長に坂

木 良次氏、野田地区副団長に迫口 信幸氏就任 
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         定数 493人 実員488人 

7. 22  県北部豪雨災害発生  

～23  米ノ津川の春日橋下流右岸などが越水し、栄町地区から六月田地区の287ha、1,300戸 

が浸水被害、死傷者なし。 

11.  3  元出水地区消防組合出水消防署長 武田 勲氏 第7回危険業務従事者叙勲で瑞宝単光 

章受章 

平成19年 

3.  7  出水市消防団高尾野第6分団に消防ポンプ自動車（三菱 4,070 ㏄）を更新配備 

3. 13  高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック 2,690 ㏄）購入、本署に配備 

3. 31  職員3人退職、定数75人 実員68人 

4.  1  次長兼出水消防署長に内村 悟氏就任 

         職員4人採用、定数75人 実員72人 

出水市消防団は地区団制を廃止し、13分団29部に再編される。 

          団長に平井 勝也氏、副団長に安田 悟氏、外 良德氏、尾野島 俊光氏、迫口 信幸

氏、坂木 良次氏（本部付き）がそれぞれ就任 

         定数493人 実員489人 

4. 29  元出水地区消防組合消防長 阿部 昭雄氏 第8回危険業務従事者叙勲で瑞宝単光章受 

          章 

    5.  1  女性職員1人、出水市役所へ 定数75人 実員72人 

女性臨時職員1人採用  

9. 11  第12分団青木部に小型動力ポンプを更新配備 

10. 25   第18回全国女性消防操法大会（場所 横浜市消防訓練センター）に出水市女性消防隊 

が鹿児島県代表として出場し準優勝 

平成20年 

3.  6  出水市消防団第2分団詰所完成 

3. 21  出水市消防団第3分団自動車部に消防ポンプ自動車を更新配備 

    3. 31  消防長 宮下 明雄氏を含め職員6人退職、定数75人 実員66人 

4.  1  消防長に次長兼署長 内村 悟氏、次長兼消防総務課長に千々岩 洋一氏、警防課長兼

署長に本村 厚志氏就任 

         職員5人採用 定数75人 実員71人  

5.  9  元出水地区消防組合消防長 富永 和寛氏 第10回危険業務従事者叙勲で瑞宝単光章 

     受章 

5. 20  鹿児島県総合防災訓練が61参加団体のもと、出水市（米ノ津川河川敷及び出水市総合 

     運動公園）において実施される 

6.  6  はしご車オーバーホール（9月26日まで） 

8. 29   第 37 回全国消防救助技術大会が福岡県北九州市（北九州市立勝山公園）において開催

され、ほふく救出の部に出場した道添チーム（道添、吉冨、中原）は 52 チーム中第 3

位の成績で入賞する 

平成21年 
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   3. 31  消防長 内村 悟氏を含め職員3人退職、定数75人 実員68人 

        女性臨時職員退職 

   4.  1  消防長に次長兼消防総務課長 千々岩 洋一氏、次長兼署長に本村 厚志氏就任 

        職員5人採用、定数75人 実員73人 

 4. 29  元出水地区消防組合消防長 坂口 昭夫氏 第12回危険業務従事者叙勲で瑞宝双光章 

      受賞 

   7.  1  出水市消防団に女性消防団員7人入団  

  12.  18  水槽付消防ポンプ自動車（銀河号：日野 Ⅱ型 キャフス付）更新購入、本署に配備 

平成22年 

   2.  10  高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック 2,690 ㏄）更新購入、本署に配備 

     3. 30  出水市消防団第13分団下名部詰所完成 

   3.  31  石坂分署長 島崎 伸一氏を含め職員2人退職、定数75人 実員71人 

   4.   1  次長兼消防総務課長に本村 厚志氏、出水消防署長に福本 悟氏就任 

        職員4人採用、定数75人 実員75人 

   4.  29   元出水地区消防組合総務課長 桂木 政利氏 第14回危険業務従事者叙勲、元出水市

消防団副団長 玉利 和敏氏 春の叙勲において瑞宝単光章受章 

   7.   4    出水支部消防ポンプ操法大会、県大会は宮崎県で口蹄疫発生のため中止 

11.  3   元出水地区消防組合消防長 德留 隆雄氏 第 15回危険業務従事者叙勲で瑞宝双光章

受章 

 平成23年  

1.   9   出水市で鳥インフルエンザ発生、消防出初め式を式典のみに縮小 

3. 11   宮城県沖を震源とするマグニチュード9.0、震度7の東北地方太平洋沖地震が発生。大

地震とその後沿岸を襲った大津波で15,500人を超える死者と7,000人以上の行方不明

者を出し、甚大な人的、物的被害をもたらす未曾有の大災害となった 

3. 14   緊急消防援助隊として鹿児島県から出動要請があり、本市消防隊員 8 人を含む 108 人

の鹿児島県隊が出動し、陸路を 3日かけて宮城県石巻市に到着し、21 日まで行方不明

者の捜索活動を行った 

     3.  31   署長 福本 悟氏を含め職員3人退職、定数75人 実員72人 

     4.   1   署長に黒木 義一氏就任、人事異動により1人市役所へ出向 

職員3人採用、定数75人 実員74人 

通信指令室専従の試行開始 

   4.  29   元出水地区消防組合予防課長 本藏 保氏 第16回危険業務従事者叙勲で瑞宝単光章

受章 

  10.  26  東日本大震災において緊急消防援助隊を出動させた消防本部として全国消防長会長か

ら消防活動功労者表彰を受賞 

  11.   3   元出水地区消防組合石坂分署長 吉田 剛一郎氏 第17回危険業務従事者叙勲で瑞宝

単光章受章 

  11.   9   東日本大震災において緊急消防援助隊を出動させた消防本部として総務大臣表彰を受

賞 
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 平成24年  

   3.  15  消防ポンプ自動車（紫尾号：日野 CD－Ⅰ型 キャフス付）更新購入、分署に配備 

     3.  31   消防長 千々岩 洋一氏を含め職員2人退職、定数75人 実員72人 

     4.   1   消防長に次長 本村 厚志氏、次長に原 次雄氏、警防課長兼署長に緒方 徹氏就任 

              職員3人採用、定数75人 実員75人 

   6.   7   第6分団第2部に小型動力ポンプを更新配備 

平成25年 

   2.  27  第8分団1号車部に消防ポンプ自動車更新配備 

   3.  22  消防ポンプ自動車（矢筈号：日野 CD－Ⅱ型）更新購入、本署に配備 

   3.  31  石坂分署長 竹内 茂幸氏を含め職員3人退職 

         定数75人 実員72人 

       4.   1  次長に井出口 司郎氏、警防課長兼署長に山口 義彦氏、消防総務課長に出水市農林水

産課長 本田 秀昭氏就任 

                 職員3人採用 定数75人 実員75人 

    4.  29    元出水市消防本部消防長 内村 悟氏 第20回危険業務従事者叙勲で瑞宝双光章受章、

春の叙勲において、元出水市消防団長 野間口 岩見氏 旭日双光章受章、元高尾野町

消防団 団長 片川 二安氏 瑞宝単光章受章 

   5.  22  はしご車オーバーホール（9月30日まで） 

   6.  28  第7分団第2部に小型動力ポンプを更新配備 

   12.  31  職員1人退職、定数75人 実員74人 

平成26年 

     2.  13    消防緊急通信指令施設更新に伴う仮運用開始 

   3.   4    消防緊急通信指令施設更新 

        第6分団自動車部、第10分団1号車部に消防ポンプ自動車更新配備 

   3.  11    消防緊急通信指令施設運用開始式 

出水市長 渋谷 俊彦氏、市議会議長 外 徳男氏、総務病院委員長 税所 司氏、富

士通ゼネラル田中 勝浩氏、出水市消防団長 平井 勝也氏ほか出席 

   3.  31  消防長 本村 厚志氏を含め3人退職 

        定数75人 実員 71人 

   4.   1  消防長に次長 井出口 司郎氏、次長に出水市安全安心推進室長 原田 公司氏、出水

消防署長に山下 幸男氏就任、人事異動により1人市役所へ出向 

        職員3人採用 定数75人 実員73人 

    4.  29    元出水市消防本部予防課長 楠元 正夫氏 第22回危険業務従事者叙勲で瑞宝単光章

受章 

       5.  13  訓練塔梯子取り替え補修 

5. 30  第37回鹿児島県消防救助技術指導会が鹿児島県消防学校（日置市）において開催され、

「ほふく救出」の部で、古田チームが第 1 位となり 8 月の全国消防救助技術大会出場

を決める 

    8. 22  広島県広島市で発生した土石流災害の発生に伴い、千葉県消防学校で開催予定であった
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第43回全国消防救助技術大会の中止が決定 

8. 25  第13分団下名部、第13分団餅井部に小型動力ポンプを更新配備 

10. 29  第7分団自動車部に消防ポンプ自動車更新配備 

平成27年 

2. 10  高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック 2,690 ㏄）更新購入、分署に配備 

2. 19  消防救急デジタル無線配備に伴う仮運用開始 

3.  19  消防救急デジタル無線運用開始 

3. 31  予防課長 石川 義則氏を含め3人退職 

定数75人 実員70人 

4.  1  警防課長兼署長に永池 利美氏就任 

        職員4人採用  定数75人 実員74人 

4.  5    消防救急デジタル無線運用記念式 

      渋谷 俊彦市長、道上 正己議会議長、本城 利明総務病院委員長、富士通ゼネラル田

中 勝浩氏、平井 勝也団長等出席 

5.  1    元出水市消防本部石坂分署長 前田 勝巳氏 第24回危険業務従事者叙勲で瑞宝単光

章受章 

5.  29    午前9時59分、鹿児島県屋久島町口之永良部島の新岳(標高626メートル)で噴火、 

島民137人は、防災ヘリ、フェリー、海上保安庁の巡視船等で無事避難 

7.  24    第 44 回九州地区消防救助技術指導会が福岡県北九州市(北九州市消防訓練研修センタ

ー)において開催され、小島チーム(小島、花園、川﨑、東)が出場 

7.  28    出水市消防団第3分団第2部、第12分団上名部に小型動力ポンプを更新配備 

10.  19    出水市消防団第8分団2号車部に消防ポンプ自動車更新配備 

12.  18    査察広報車（トヨタ クラウンバン 2,000 cc）を日本消防協会から出水市消防団に

交付された防災活動車（三菱 デリカ  2.35ℓ）に更新、消防本部に配備 

平成28年 

1.  17    ㈱ヒラヤマ（高尾野町上水流 1063-1）上水流第一リサイクル処理場において、第一処

分場破砕室と破砕機及び隣接する場所に山積みにしてあった廃材（木屑）が燃焼する火

災が発生、消防署から 10 台 43 人、消防団から 12 台 174 人出動、消防署発足以来の

約17時間におよぶ消火活動であった 

3. 31    消防長 井出口 司郎氏を含め6人退職、定数75人 実員 68人 

4.   1    消防長に次長 原田 公司氏、次長兼消防総務課長に大平 伸章氏、警防課長兼署長に

川曲 徹氏就任、人事異動により1人市役所へ出向 

          職員6人採用 定数75人 実員74人 

4.  14    熊本県熊本地方を震源とするマグニチュード6.5、震度7の熊本地震(前震)が発生 

当市は震度3、周辺市町村震度4を観測 

     鹿児島県から緊急消防援助隊鹿児島県大隊統合機動部隊(13隊51名)を派遣、九州自動

車道が地震による通行止めのため、当消防本部が集結場所となる 

4.  16    熊本県熊本地方を震源とするマグニチュード7.3、震度7の熊本地震(本震)が発生 

当市は震度4、長島町で震度5弱を観測 
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     鹿児島県から当消防本部の救急隊 1 隊 3 名に出動要請。緊急消防援助隊鹿児島県大隊

第2次派遣隊として出動し、第3次、第4次派遣を行い、同月26日まで被災地で活動、

当消防本部9人を含む計106隊384人が鹿児島県大隊として派遣された 

4.  26    平成28年4月14日に発生した平成28年熊本地震に伴い、第45回九州地区消防救助

技術指導及び第39回鹿児島県消防救助技術指導会の中止が決定する 

4.  29    元出水市消防本部出水消防署長 下島 重弘氏 第26回危険業務従事者叙勲で瑞宝単

光章受章 

7.  28    出水市消防団第3分団第3部、第4分団第2部及び第5分団第3部に小型動力ポンプ

を更新配備 

11.  25  連絡車（ダイハツ ハイゼットカーゴ 0.65ℓ）及び積載用小型動力ポンプ（シバウラ

C－1級）を更新購入、分署に配備 

平成29年 

3.  31    平井 勝也団長及び福丸 逸郎副団長退団 

4.   1    団長に尾野島 俊光氏、副団長に坂木 良次氏及び平井 浩二氏就任 

     定数493人 実員491人 

               人事異動により１人鹿児島県消防学校へ派遣教官として出向 

     定数75人 実員73人 

8. 23  第46回全国消防救助技術大会が宮城県宮城郡利府町（グランディ・21）において開催

され、宮下チーム（宮下、大平翔、川口）入賞 

8. 28  出水市消防団第4分団第3部及び第5分団第2部に小型動力ポンプを更新配備 

11. 17  職員1人死亡退職、定数75人 実員72人 

平成30年 

1. 30  出水市消防団第 9 分団第 1 号車部の消防ポンプ自動車を小型動力ポンプ積載車に更新

配備 

1. 31  高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック 2,690 ㏄）更新購入、本署に配備 

3. 31  石坂分署長 松原 広海氏を含め3人退職、定数75人 実員 69人 

4.  1  市役所へ出向していた1人が帰任 

     職員3人採用、定数75人 実員73人 

12.  7  出水市消防団第6分団第3部及び第7分団第3部に小型動力ポンプを更新配備 

 平成31年 

    3. 29  はしご付消防ポンプ自動車（日野 地上高35m 8,860㏄）更新購入、本署に配備 

         出水市消防団第9分団2号車部に消防ポンプ自動車を更新配備 

    3. 31  職員1人退職、定数75人 実員 72人 

4.  1  職員1人採用、定数75人 実員73人 

     三者間同時通訳通話システム業務運用開始 

     消防法令における違反対象物の公表制度 条例施行 

4. 16  はしご付消防ポンプ自動車運用開始式 

7. 18  京都府 京都アニメーション放火事件 

     死者36人 負傷者34人 
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9. 30  職員1人退職、定員75人 実員72人 

10.  1  火を使用する設備又は器具を設けた小規模飲食店に消火器の設置が義務化 

10.  8  消防団協力事業所表示証交付式 

     新規事業所 4事業所 計46事業所 

10.  31  消防法令における違反対象物の公表制度 

     公表対象物数 5件 

12. 19  消防指令業務の共同化に係る消防長報告会 

令和2年 

3. 24  出水市消防団第4分団自動車部に消防ポンプ自動車更新配備 

3. 31  職員2人退職、定員75人 実員70人 

4.  1  消防長に大平 伸章氏、消防総務課長に橋上 洋一氏、予防課長に吉岡 公生氏、 

分署長に戸﨑 博貴氏就任 

人事異動により派遣教官として鹿児島県消防学校に出向していた1人が帰任 

職員2人採用、定数75人 実員73人 
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７　議会議員（総務病院委員会）

８　歴代消防長

代

初・２ 兼　任

3 兼　任

4 兼　任

5 兼　任

6 専　任

7 専　任 前出水市企画課長

8 専　任 前出水市立病院事務長

9 専　任 前本部次長

10 専　任 前出水市総務課長

11 専　任 前出水市産業振興部長

12 専　任 前本部次長

13 専　任 前本部次長

14 専　任 前出水商業高等学校事務長

15 専　任 前本部次長

16 専　任 前本部次長

17 専　任 前本部次長

18 専  任 前本部次長兼出水消防署長

19 専  任 前本部次長兼消防総務課長

20 専  任 前本部次長

21 専  任 前本部次長

22 専  任 前本部次長

23 専  任 前本部次長兼消防総務課長

委 員

役 職

氏 名

R2.4.1 

阿   部   昭   雄

有   村   政   輝

S51． 4． 1　～　S54． 6．30

〃

署長

前出水市財政課長

出水市助役

出水市助役

田　　上　　 　衍

浦   崎      　実

〃

摘要

田   島   清   俊

委 員 長

副 委 員 長

R2.5.14 

氏 名

　　　枦　　山　　卓　　二

　　　日　　髙　　信　　一

〃

　　　鶴　田　　悌　次　郎

　　　上　須　田　　　　清

　　　田　上　　真　由　美

H15． 4． 1　～　H16． 3．31

出水市長

期 間

税   所   重   蔵

〃 　　　杉　　本　　尚　　喜

H12． 4． 1　～　H15． 3．31坂   口   昭   夫

大    石　     昇

岩   長   栄   次

渋　　谷　　 　透 S42． 5． 1　～　S45． 6． 2

S58．10． 1　～　S60． 1．31

前   田   純   夫

S45． 6． 3　～　S50． 2．19

宮   下   明   雄

千 々 岩　洋　 一   H21． 4． 1　～  H24.  3. 31　

  H20． 4． 1　～  H21.  3. 31　内　 村 　　　 悟

大 　平 　伸　 章 R 2． 4． 1　～

原　 田　 公　 司 H28． 4． 1　～　R 2.　3. 31

S60． 2． 1　～　H 2． 3．31

S54． 7． 1　～　S58． 9．30

H 2． 4． 1　～　H 5． 3．31

中    野　     宏

H 9． 4． 1　～　H12． 3．31濵   田   守   邦

H 6． 4． 1　～　H 8． 3．31

H 5． 4． 1　～　H 6． 3．31

富   永   和   寛

H16． 4． 1　～　H20． 3．31

　　　榎　　園　　　　　隆

井 出 口　司　 郎 H26． 4． 1　～  H28.  3. 31

本　 村 　厚 　志 H24． 4． 1　～  H26.  3. 31

S50． 2．20　～　S51． 3．31

S37． 4． 1　～　S42． 4．30

H 8． 4． 1　～　H 9． 3．31

德   留   隆   雄
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９ 事務分掌 

⑴ 消防本部 

課共通事務 

  ⑴ 所掌事務の企画立案及び実施に関すること。 

 ⑵ 所掌事務についての条例、規則、訓令等の制定改廃に係る発案に関すること。 

 ⑶ 所掌事務についての議会に提出すべき議案の発案に関すること。 

 ⑷ 所掌事務についての文書の整理に関すること。 

 ⑸ 所掌事務に係る契約に関すること。 

 ⑹ 使用中の物品の保管管理に関すること。 

 ⑺ その他消防長が必要と認めて命じたこと。 

 

消防総務課 

  庶務係 

⑴ 本部内の実施計画事業の調整（事業調整及び進行管理）に関すること。 

⑵ 本部内の予算経理の調整（予算調整及び進行管理）に関すること。 

⑶ 本部内の事務の連絡調整に関すること。 

⑷ 本部の組織、制度及び職務権限に関すること。 

⑸ 消防職員の任免、服務、分限、懲戒その他身分に関すること。 

⑹ 公印の保管に関すること。 

⑺ 消防関係例規の制定、改廃に関すること。 

⑻ 消防職員の福利厚生及び安全衛生に関すること。 

⑼ 消防職員の研修に関すること。 

⑽ 消防職員の勤務成績の評定に関すること。 

⑾ 消防職員の褒章及び表彰に関すること。 

⑿ 消防年報に関すること。 

⒀ 消防統計及び広報に関すること。 

⒁ 消防行政の企画及び総合調整に関すること。 

⒂ 消防職員委員会に関すること。 

⒃ 消防職員の人事に関すること。 

⒄ 消防職員の貸与被服及び貸与物品に関すること。 

⒅ 常備消防予算の編成及び執行に関すること。 

⒆ その他庶務事務及び他課の所管に属しない事項 
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通信指令係 

   ⑴ 水火災その他の災害及び救急業務に係る受報及び出動指令に関すること。 

   ⑵ 消防隊の統制的指揮運用及び応援要請に関すること。 

   ⑶ 電話交換業務に関すること。 

   ⑷ 消防通信の計画、配置、運用及び改善並びに消防通信施設の維持管理に関すること。 

   ⑸ 通信勤務員の通信技術の訓練及び指導に関すること。 

   ⑹ 気象情報その他消防気象に関すること。 

   ⑺ 火災警報に関すること。 

   ⑻ 各種警報、情報及び非常招集の伝達に関すること。 

   ⑼ 消防資料の入出力に関すること。 

   ⑽ その他通信指令業務に関すること。 

 

 予防課 

  予防係 

   ⑴ 災害予防知識の普及及び啓発に関すること。 

   ⑵ 火災予防査察に関すること。 

   ⑶ 建築同意事務に関すること。 

   ⑷ 消防用設備等の設置に関する指導及び規制に関すること。 

   ⑸ 出水市火災予防条例（平成１８年出水市条例第１７５号）に基づく諸届認可等に関する

こと。 

   ⑹ 防火管理者の育成及び指導に関すること。 

   ⑺ 消防広報に関すること。 

   ⑻ 火災の調査に関すること。 

   ⑼ 火災統計及び報告に関すること。 

   ⑽ 諸証明に関すること。 

   ⑾ その他予防に関すること。 

 

  危険物係 

   ⑴ 危険物関係の許認可及び取締り指導に関すること。 

   ⑵ 危険物安全協会の育成指導に関すること。 

   ⑶ 液化石油ガス及び高圧ガスの保安に関すること。 

   ⑷ 火薬類取締法（昭和２５年法律第１４９号）第２５条第１項に基づく煙火消費の許可に

関すること。 

   ⑸ 幼年消防クラブ、少年消防クラブ及び婦人防火クラブ等の育成指導に関すること。 

   ⑹ その他危険物に関すること。 
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警防課 

  警防係 

   ⑴ 消防計画に関すること。 

   ⑵ 水火災その他の災害の警戒及び防御に関すること。 

   ⑶ 消防車両及び機械器具の整備計画に関すること。 

   ⑷ 消防車両及び機械器具の整備及び維持管理に関すること。 

   ⑸ 消防機械器具の研究改善に関すること。 

   ⑹ 機関員の安全運転教育に関すること。 

   ⑺ 消防車両等の燃料に関すること。 

   ⑻ 消防水利の設置及び維持管理等に関すること。 

   ⑼ 潜水隊に関すること。 

   ⑽ 職員の警防訓練に関すること。 

   ⑾ 災害統計に関すること。 

   ⑿ 開発行為に関すること。 

   ⒀ 応援協定に関すること。 

   ⒁ 自主防災組織の育成指導に関すること。 

   ⒂ 救急業務に関すること。 

⒃ 救助業務に関すること。 

   ⒄ 救急救助統計に関すること。 

   ⒅ 職員の救急救助訓練に関すること。 

   ⒆ 医師会及び医療機関等との連絡調整に関すること。 

   ⒇ その他警防及び救急救助に関すること。 

 

  消防団係 

   ⑴ 消防協会事務に関すること。 

   ⑵ 消防団施設（車庫、消防車両及び機械器具等）の整備計画に関すること。 

   ⑶ 消防団の車庫、車両及び機械器具の維持管理に関すること。 

   ⑷ 消防団車両等の燃料に関すること。 

   ⑸ 消防団の組織に関すること。 

   ⑹ 消防団員の公務災害補償及び退職報償金に関すること。 

   ⑺ 消防団員の任免及び表彰に関すること。 

   ⑻ 消防団の会議等に関すること。 

   ⑼ 消防団員の研修訓練に関すること。 

   ⑽ 消防団機関員の安全運転教育に関すること。 

   ⑾ 消防団員の被服及び貸与品に関すること。 

   ⑿ 非常備消防予算の編成及び執行に関すること。 

   ⒀ その他消防団に関すること。 
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⑵ 消防署 

 庶務係 

⑴ 消防関係例規の制定、改廃等に関すること。 

⑵ 消防職員の研修に関すること。 

⑶ 消防職員の褒章及び表彰に関すること。 

⑷ 消防年報に関すること。 

⑸ 消防統計及び広報に関すること。 

⑹ 消防職員委員会に関すること。 

⑺ 消防職員の貸与被服及び貸与物品に関すること。 

⑻ その他他の係に属しない事項 

 

 通信指令係 

  ⑴ 水火災その他の災害及び救急業務に係る受報及び出動指令に関すること。 

  ⑵ 消防隊の統制的指揮運用及び応援要請に関すること。 

  ⑶ 電話交換業務に関すること。 

  ⑷ 消防通信の計画、配置、運用及び改善並びに消防通信施設の維持管理に関する 

   こと。 

  ⑸ 通信勤務員の通信技術の訓練及び指導に関すること。 

  ⑹ 気象情報その他消防気象に関すること。 

  ⑺ 火災警報に関すること。 

  ⑻ 各種警報、情報及び非常招集の伝達に関すること。 

  ⑼ 消防資料の入出力に関すること。 

  ⑽ その他通信指令業務に関すること。 

 

 

 予防係 

  ⑴ 災害予防知識の普及及び啓発に関すること。 

  ⑵ 火災予防査察に関すること。 

  ⑶ 建築同意事務に関すること。 

  ⑷ 消防用設備等の設置に関する指導及び規制に関すること。 

  ⑸ 出水市火災予防条例（平成１８年出水市条例第１７５号）に基づく諸届認可等 

に関すること。 

  ⑹ 防火管理者の育成及び指導に関すること。 

  ⑺ 消防広報に関すること。 

  ⑻ 火災の調査に関すること。 

  ⑼ 火災統計及び報告に関すること。 

  ⑽ 諸証明に関すること。 

  ⑾ その他予防に関すること。 
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 危険物係 

  ⑴ 危険物関係の許認可及び取締り指導に関すること。 

  ⑵ 危険物安全協会の育成指導に関すること。 

  ⑶ 液化石油ガス及び高圧ガスの保安に関すること。 

  ⑷ 火薬類取締法（昭和２５年法律第１４９号）第２５条第１項に基づく煙火消費 

の許可等に関すること。 

  ⑸ 幼年消防クラブ、少年消防クラブ及び婦人防火クラブ等の育成指導に関するこ 

と。 

  ⑹ その他危険物に関すること。 

 

 警防係 

  ⑴ 消防計画に関すること。 

  ⑵ 水火災その他の災害の警戒及び防御に関すること。 

  ⑶ 消防車両及び機械器具の整備計画に関すること。 

  ⑷ 消防車両及び機械器具の整備及び維持管理に関すること。 

  ⑸ 消防機械器具の研究改善に関すること。 

  ⑹ 機関員の安全運転教育に関すること。 

  ⑺ 消防車両等の燃料に関すること。 

  ⑻ 消防水利の設置及び維持管理等に関すること。 

  ⑼ 潜水隊に関すること。 

  ⑽ 職員の警防訓練に関すること。 

  ⑾ 災害統計に関すること。 

  ⑿ 開発行為に関すること。 

  ⒀ 応援協定に関すること。 

  ⒁ 自主防災組織の育成指導に関すること。 

  ⒂ 救急業務に関すること。 

⒃ 救助業務に関すること。 

  ⒄ 救急救助統計に関すること。 

  ⒅ 職員の救急救助訓練に関すること。 

  ⒆ 医師会及び医療機関等との連絡調整に関すること。 

  ⒇ その他警防及び救急救助に関すること。 
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 消防団係 

  ⑴ 消防協会事務に関すること。 

  ⑵ 消防団施設（車庫、消防車両及び機械器具等）の整備計画に関すること。 

  ⑶ 消防団の車庫、車両及び機械器具の維持管理に関すること。 

  ⑷ 消防団車両等の燃料に関すること。 

  ⑸ 消防団の組織に関すること。 

  ⑹ 消防団員の公務災害補償及び退職報償金に関すること。 

  ⑺ 消防団員の任免及び表彰に関すること。 

  ⑻ 消防団の会議等に関すること。 

  ⑼ 消防団員の研修訓練に関すること。 

  ⑽ 消防団機関員の安全運転教育に関すること。 

  ⑾ 消防団員の被服及び貸与品に関すること。 

  ⑿ 非常備消防予算の編成及び執行に関すること。 

  ⒀ その他消防団に関すること。 
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１０ 消防庁舎の概要 

  （消防本部・署） 

  位  置  鹿児島県出水市緑町５０番２号 

  構  造  鉄筋コンクリート造２階建 

  敷地面積  ４，８６６．９０㎡ 

  建築面積     ８６０．２９㎡ 

  延 面 積  １，３６１．００㎡ 

  床 面 積  １階 ８０１．００㎡ 

         書庫、車庫、消防仮眠室、救急仮眠室、待機室、厨房、食堂、他 

        ２階 ５６０．００㎡ 

         消防長室、事務室、大会議室、通信指令室、機械室、他 

  竣工年月  平成元年６月 

 

  （訓練塔） 

  構  造  鉄筋コンクリート造５階建 

  建築面積   ２７．００㎡ 

  延 面 積  １３５．００㎡ 

  高  さ   １６．００㎡ 

  竣工年月  平成元年１２月 

 

  （分 署） 

  位  置  鹿児島県出水市高尾野町下高尾野１７１０番地１ 

  構  造  鉄筋コンクリート造一部２階建 

  敷地面積  ２，８７７．００㎡ 

  建築面積    ４４１．２６㎡ 

延 面 積    ４９５．８９㎡ 

床 面 積  １階 ４１５．８９㎡ 

       事務室、会議室、車庫、仮眠室、待機室、調理室、浴室、他 

      ２階  ８０．００㎡(訓練補助塔) 

       訓練室 

   

  （訓練塔） 

構  造  鉄骨造２階建 

建築面積     ３３．９４㎡ 

延 面 積     ５０．００㎡ 

高  さ      ８．１７㎡ 

竣工年月  平成１４年３月８日（庁舎及び訓練塔） 



書 庫

通信指令

室

防

災

活

動

車

機械室

救

急

１
号

車

救

急

２
号

車

救

急

予

備

車

指

令

車
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消 防 財 政



1　令和元年度消防費決算額

（１）　消防費決算額と住民の負担状況

消 防 費 決 算 額 人        口 住民1人当たり 世    帯    数 1世帯当たりの

（ 歳 出 額 ） （平成31年4月1日現在） の 負 担 額 （平成31年4月1日現在） 負 担 額

円 人 円 世帯 円

746,604,561 53,213 14,030 25,161 29,673

※　消防費決算額の内訳

　　 常備消防費 606,282,809 円

　　 非常備消防費 113,230,275 円

　　 消防施設費 0 円

　　 水防費 1,738 円

　　 災害対策費 27,089,739 円

（２）　一般会計決算に占める消防費の割合

一 般 会 計 決 算 額 消 防 費 決 算 額 消防費の割合

円 円 ％

29,431,312,362 746,604,561 2.54
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2　令和２年度消防費当初予算
（単位：千円）

節 令和元年度 令和２年度 比較増減

730,003 884,203 154,200

730,003 884,203 154,200

１．常　備　消　防　費 584,856 673,098 88,242

給 料 240,627 235,955 △ 4,672

職 員 手 当 等 179,074 175,555 △ 3,519

共 済 費 86,957 89,313 2,356

報 償 費 218 208 △ 10

旅 費 701 737 36

需 用 費 19,067 18,977 △ 90

役 務 費 4,969 5,067 98

委 託 料 10,560 11,645 1,085

使 用 料 及 び 賃 借 料 2,278 2,280 2

工 事 請 負 費 0 2,800 2,800

原 材 料 費 0 0 0

公 有 財 産 購 入 費 0 0 0

備 品 購 入 費 34,365 124,660 90,295

負担金、補助金及び交付金 5,596 5,450 △ 146

公 課 費 444 451 7

２．非　常　備　消　防　費 115,343 188,974 73,631

報 酬 25,880 25,880 0

給 料 4,580 4,700 120

職 員 手 当 等 2,601 2,618 17

共 済 費 1,600 1,610 10

災 害 補 償 費 0 0 0

報 償 費 500 500 0

旅 費 36,077 36,077 0

需 用 費 5,805 5,805 0

役 務 費 1,300 1,487 187

委 託 料 161 250 89

使 用 料 及 び 賃 借 料 300 300 0

原 材 料 費 0 0 0

工 事 請 負 費 0 69,542 69,542

備 品 購 入 費 23,300 27,100 3,800

負担金、補助金及び交付金 12,555 12,479 △ 76

公 課 費 684 626 △ 58

2 2 0

29,802 22,129 △ 7,673

４．水　防　費

５．災　害　対　策　費

款・項・目

９．消　防　費

　１．消　防　費
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人 員 及 び 機 材



司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 士

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

(1) (1)

1 1

1 1

1 1

1 3(1) 6 10(1)

(1) (1)

6 6

(2) (2)

1(3) 1(3)

2(1) 3 5(1)

5 12 14 31

1 1

　 (1) 9（6） 8 12 15 44(7)

1 1

2 2

2 2 4

3 3 6 12

1 4 5 3 6 19

1 4(2) 19(6) 13 15 21 73(8)

※　（　）内数字は兼務

34

出

水

消

防

署

１　消防職員の配置状況

　

消　　　　防　　　吏　　　員

警 防 課 長

庶 務 係 長

小 隊 長

分 隊 長

その他
の職員

R2.4.1 

計
階　級

消

　
防

　
本

　
部

警 防 係 長

消 防 団 係 長

小　　　計

予 防 課 長

消 防 長

係 長

小　　　計

隊 長

署 長

隊 員

初 任 教 育 入 校

合　　　　　　　計

分 隊 長

隊 員

石

坂

分

署
小　　　計

小 隊 長

分 署 長

初 任 教 育 入 校

消 防 総 務 課 長

予 防 係 長

警 防 課 主 幹

危 険 物 係 長

通 信 指 令 係 長



1 1

8 8

9 11 20

7 6 1 14

1 6 7

4 4

8 8

1 4 5

1 3 2 6

1 4 19 13 15 21 73

56 55 47 34 29 25

2 2

9 9

6 10 16

8 9 17

2 5 7

3 3

6 6

1 3 7 11

1 1 2

0

1 4 19 13 15 21 73 　

その他の
職　　員

その他の
職　　員

計

３５　　〃　～４０　　〃

２０　　〃　～２５　　〃

２５　　〃　～３０　　〃

３０　　〃　～３５　  〃

４０　　〃　

　５　　〃　～１０　　〃

１０　　〃　～１５　　〃

１５　　〃　～２０　　〃

計
勤続年数

　１年未満

司令補 士　長 副士長

　１年以上～　５年未満

士

司　令

３　消防職員の勤続年数状況

階級別
司令長 司　令

２０歳以上～２５歳未満

２５　　〃  ～３０　　〃

３０　　〃  ～３５　　〃

※　平均年齢：小数点以下切り捨て

２　消防職員の階級別年齢調べ

計

２０歳未満

司令補 士　長 副士長 士
階級別

年　齢
司令長

（全体平均　35.46歳）

R2.4.1

R2.4.1

３５　　〃  ～４０　　〃

４０　　〃  ～４５　　〃

４５　　〃  ～５０　　〃

５０　　〃  ～５５　　〃

５５  　〃  

計

階 級 別 平 均 年 齢
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令和

3 3

6 1 7

6 6

1 1

2 2

101 4 5 5 4 3 3 3 3 4 6 3 1 145

37 37

4 4

1 1

20 2 1 1 1 1 1 1 28

7 2 2 1 1 1 1 15

80 80

23 23

15 2 2 2 2 2 1 2 2 3 2 2 2 2 41

4 2 3 3 12

25 2 1 1 1 1 1 1 1 1 35

39 39

29 2 2 1 1 35

11 2 1 1 1 16

1 1

7 2 2 11

76 6 6 3 3 3 6 103

4 4

4 4

2 2

8 8

13 1 1 1 1 1 1 19

2 1 1 1 1 1 2 2 2 2 3 2 20

1 1 1 2 2 2 2 1 2 14

1 1

46 46

16 2 1 1 2 22

1 1

1 1

18 2 1 2 23

※　昭和３７年消防本部発足以来の職員数

H18～H25
　アドレナリン投与
H28～H30
　心停止前の静脈路確保及び輸液、血糖測定並びにブドウ糖溶液投与、ビデオ喉頭鏡
H30の気管挿管実習には山﨑消防士を含んでいない。

新 処 置 追 加 講 習

指 導 救 命 士 養 成 研 修

36

玉 掛 技 能 講 習

アーク溶接等特別教育

特 殊 無 線 技 師 講 習

気 管 挿 管 実 習

そ

　
の

　
他 消 防 救 急 緊 急 自 動 車

運 転 技 能 者 課 程

救 急 救 命 研 修

応 急 手 当 指 導 員 講 習

操 法 指 導 員 科

梯 子 自 動 車 等 研 修

救 急 Ⅰ 課 程

救 急 Ⅱ 課 程

ラ ッ パ 科

機 関 科

警 防 科

救 急 標 準 課 程

４　職員の教養実施状況

上 級 幹 部 科

鹿

　
児

　
島

　
県

　
消

　
防

　
学

　
校

救 助 科

平　　　　　　　　　　　　　　成

初 級 幹 部 科

警 防 科

年　　度

中 級 幹 部 科

上 級 幹 部 科

小 型 移 動 式 ク レ ー ン
運 転 技 能 講 習

予 防 査 察 科

R2.4.1

予

防

科
火 災 調 査 科

計
20 元

査 察 課 程

初 任 教 育

無 線 通 信 課 程 （ 無線 科）

救

急

科

25

予 防 課 程

22 23

18
年
以
前

消
防
大
学
校

火 災 調 査 講 習 会

区　　分

気 管 挿 管 講 習

救 助 科

29 30

予 防 科

2719

予 防 科

21 2624 28



司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 士
その他の
職　　員 計

1 4 19 13 15 21 73

1 3 14 9 11 6 44

4 1 4 13 22

1 1 3 5

4 4

1 1

1 2 11 8 8 30

1 1 10 2 3 1 18

2 8 5 6 21

2 7 4 6 19

3 3

2 3 5

1 2 16 3 3 2 27

1 15 13 11 18 58

1 1

1 1 2

1 1 2

1 1 1 1 4

1 1

1 3 4

1 3 4

1 1 4 1 7

1 1 2

1 1

1 3 4

1 2 7 10

2 4 5 3 14

1 1 7 9

1 2 2 5

1 4 5

2 1 3 6
予防技術資格者（検定合格）
危険物

衛 生 管 理 者

安 全 衛 生 推 進 者

予防技術資格者（検定合格）
査察

特定化学物質等作業主任者

予防技術資格者（附則４項認定）
査察

予防技術資格者（附則４項認定）
設備士
予防技術資格者（検定合格）
設備士

ア マ チ ュ ア 無 線

教 員 免 許

第 一 種 電 気 工 事 士

予防技術資格者（附則４項認定）
危険物

乙 種 危 険 物 取 扱 者

主 任 無 線 従 事 者

乙 種 消 防 設 備 士

高 圧 電 気 工 事 士

１ ６ ミ リ 映 写 機 操 作 免 許

二 級 小 型 船 舶 操 縦 士

救 急 救 命 士

第２級陸上特殊無線技師
（陸特２）

潜 水 士

小 型 移 動 式 ク レ ー ン

玉 掛 技 能

大 型 特 殊 自 動 車

丙 種 危 険 物 取 扱 者

５　職員資格取得調べ

Ｒ2.4.1

第 一 種 中 型 自 動 車

種　目（免許）

階級別

第３級陸上特殊無線技師
（陸特３）

第 一 種 大 型 自 動 車

第一種中型自動車(8t未満）

第 一 種 普 通 自 動 車
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６　消防車両
R2.4.1 

総　排

気　量

（Ｌ）

水 槽 付 消 防

ポ ン プ 自 動 車

は し ご 付 消 防

ポ ン プ 自 動 車

ウィンチ（５トン引き）

クレーン（２.９トン吊り）

屋上上昇式発電照明灯（1600W)

平成２７年度共済事業による交付車両

 (財)日本消防協会

38

Ｃ－Ⅰ軽可搬ポンプ積載

分

署 ダイハツ H28.11.25 0.65 シバウラ

  ＣＤ－Ⅰ型
 （FRP水槽　容量600ℓ）

ト ヨ タ H27. 2. 6 2.69 高規格救急自動車

日 野 H24. 3.14 4
ナカムラ
消防化学

H12. 6.28 0.65

消防ポンプ自動車

１５人乗りト ヨ タ H11. 6.28 2.43

救 急 ３ 号 車

連 絡 車

広 報 車

事 務 連 絡 車

マ イ ク ロ バ ス

日 産 H10. 7.27 2.38 ４ＷＤ

ダイハツ

指 令 車 ト ヨ タ H 5. 6.17 1.98

救 助 工 作 車 日 野 H13.11.27 7.96

H22. 2. 5 2.69 高規格救急自動車

高規格救急自動車

救 急 ２ 号 車

救 急 予 備 車

ト ヨ タ H30. 1.26 2.69 高規格救急自動車

ト ヨ タ

救 急 １ 号 車 ト ヨ タ R2.1.28 2.69

日本機械
工業

ＣＤ－Ⅱ型

〃 H 31.3.27 8.86 モリタ

ポ ン プ
製 造 元

摘 要

日 野 H21.12.17 6.40
ナカムラ
消防化学

水Ⅱ型（水槽容量２㎥）
キャフス積載

配
置

車　　名 シャーシメーカー
初 年 度
登 録 年 月 日

本

署

地上高３５ｍ

消防ポンプ自動車 〃 H25. 3.22 6.40

0.65 シバウラ Ｃ－Ⅰ軽可搬ポンプ積載
上
場

婦人防火クラブ車 三 菱 H 8. 9.15

消
防
団

防 災 活 動 車 三 菱 H27.12. 9 2.35



７　特殊機材

本署 分署

エ ン ジ ン カ ッ タ ー スチールＴＳ３５０ 4 3 1

エ ア ー ソ ー 金属切断用 1 1

チ ェ ー ン ソ ー 木材用 8 6 2

ガ ス 溶 断 器 ニューシャープペット 1 1

油 圧 救 助 器 具 ウェーバー製 1 1

簡 易 救 助 器 具 マルチカッター　ＯＭＣ－１１９ 1 1

マット型エアジャッキ ホルマトロ製 1 1

削 岩 機 マルゼンＭＮ－７８型 1 1

チ ル ホ ー ル パーフェクト　ＴＵ－１６ 3 2 1

マ ン ホ ー ル 救 助 機 ロールグリス 1 1

空 気 式 救 助 マ ッ ト ソフトランニング　ＳＬ－４０ 1 1

緩 降 機 スローダン１２５ 2 1 1

救 命 浮 環 水難救助用 12 11 1

救 助 用 担 架 船型式 3 2 1

バ ッ ク ボ ー ド 全脊柱固定担架 4 3 1

救 助 用 ボ ー ト 組立式（船外機付）、ゴム製（船外機付） 3 3

吸 排 機 ポータブルファン　ＰＦ－２８１ 1 1

救 命 索 発 射 銃 ミロク式ＭＳ－１０，ＭＳ－３型 3 3

三 連 は し ご チタン製 1 1

防 毒 マ ス ク シゲマツ　ＣＡ－６０４０Ｖ 5 5

有 毒 ガ ス 測 定 器 理研ＧＸ－１１１ 1 1 0

ポータブルガス検知器 理研ＧＸ－２００３ 3 2 1

ポータブルガス検知器 理研ＧＸ－８０００Ｂ 1 0 1

空 気 呼 吸 器 陽圧式 23 18 5

耐 熱 服 特殊防火衣　エミュー 1 1

発 電 機 ３００ｗ、４００ｗ、８００Ｗ、２４００Ｗ 11 9 2

三 連 は し ご ステンレス製、鋼鉄製（６．４ｍ） 2 1 1

背 負 式 消 火 水 の う 山林火災用 33 23 10

ウォーターチャージャー ＰＣ－６５　６口 1 1

ラインプロポーショナー 危険物火災用 1 1

小 型 動 力 ポ ン プ トーハツＣ－１級、ラビットＣ－１級、シバウラＣ－１級 3 2 1

R2.4.1現在　　Ｎｏ．１

メ ー カ ー ・ 型 式 ・ 規 格 等 現有数
配 置

機 材 名
種
別

火

災

用

救

助

用
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本署 分署

気道確保用資機材一式 パラパックプラス３００他 5 4 1

ＺＯＬＬ　ＡＥＤＰＲＯ

日本光電ＴＥＣ　２５１３

レールダルハートスタートＭＲｘＥ、４０００他

ＺＯＬＬ　Ｘシリーズ（救Ⅰ・救Ⅱ）

大日本住友製薬レーダーサーク（救Ⅲ・救予）

ＧＥメディカルＤＡＳＨ３０００（旧救予）

ルーカス

オートパルス

防振ストレッチャー 磁気浮上式 5 4 1

高度救命処置用訓練資機材一式 レールダル、コウケン他 3 2 1

レ サ シ ア ン 成人７，幼児４ 11 7 4

訓 練 用 ダ ミ ー 体重３０ｋｇ　成人 2 2

安 全 マ ッ ト 500×1800×2200 9 7 2

張 力 計 2 1 1

Ａ Ｅ Ｄ ト レ ー ナ ー メドトロニック他 6 4 2

空 気 ボ ン ベ 充 填 機 ３段圧縮空冷式 1 1

2

機 材 名 現有数

訓

練

用

種
別

配 置

救

急

用

そ
の
他

メ ー カ ー ・ 型 式 ・ 規 格 等

5 4 1

Ｎｏ．２

自動体外式除細動器 9 7

自動式心臓マッサージ器 2 1 1

患者監視モニター
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通 信 及 び 水 利



（銀河号・水槽付消防ポンプ自動車）

２号車部

いずみしょうぼう115 （携帯・本署）

いずみしょうぼう116 （携帯・本署）

いずみししょうぼうだん　じゅういちのいち

いずみしょかつ1～15 署活系（４００ＭＨｚ帯）

（第10分団１号車部）

署活系（４００ＭＨｚ帯）

（第10分団２号車部）

いずみしょうぼう201

（携帯・連絡車）

いずみしょうぼう21 （紫尾号・消防ポンプ自動車）

いずみしょうぼう202

いずみしょうぼうきゅうきゅう3

（連絡車）

石 　坂 　分　 署

（第９分団１号車部）

（第７分団第３部）

いずみししょうぼうだん　さんのに

いずみししょうぼうだん  よんのじ

いずみししょうぼうだん　よんのに

（第７分団自動車部）

（第８分団１号車部）

いずみししょうぼうだん　よんのさん

いずみししょうぼうだん　はちのいち

（第５分団自動車部）

　〃　(米ノ津）

いずみしょかつ21～27

いずみししょうぼうだん　ごのじ

いずみししょうぼうだん　ごのに

消 防 団 係 長
いずみししょうぼうだん　ごのさん

石 坂 分 署 長

出 水 ガ ス

いずみししょうぼうだん　ななのさん

いずみししょうぼうだん　きゅうのいち

第１０分団長

出  水  消  防  署

（第４分団第３部）

第４分団長 第１１分団長

いずみししょうぼうだん　さんのさん

　〃　(野　田）

第１２分団長

第１３分団長

消防団長・副団長団 本 部

第１分団長

（第２分団自動車部）いずみししょうぼうだん　にのじ

警 防 係 長

庶 務 係 長

消 防 長

く ら し 安 心 課 長

総 務 課 長

（第３分団第３部）

R2.4.1

いずみしょうぼう１出

水

市

消

防

団

（第１分団自動車部）

いずみしょうぼう６

消　防　本　部

第６分団長

第８分団長

第１分団 自動車部

１　出水市消防通信系統図

有線 無線

第３分団長団　　　長

サ

イ

レ

ン

・

放

送

副団長(出　水）

第５分団長

第７分団長

第２分団

第１１分団

第９分団

第８分団

１号車部

１号車部

１号車部

１号車部

２号車部

２号車部

２号車部

第９分団長

第１０分団

いずみしょうぼう102

いずみししょうぼうだん  いちのじ

電話(代)

いずみしょうぼう３　〃　(高尾野）
(0996)63-0119

基 　地　 局

いずみしょうぼうほんぶ　２０Ｗ 

いずみしょうぼう４

いずみしょうぼう５

（救助工作車）

（矢筈号・消防ポンプ自動車）

政 策 経 営 部 長

いずみしょうぼう２

（防災活動車）

いずみしょうぼうきゅうきゅう1

移

動

局

本

署

（第３分団自動車部）

いずみしょうぼう105

移

動

局

（第５分団第２部）

（第５分団第３部）

（第６分団第３部）

予 防 係 長

いずみしょうぼう101

（第３分団第２部）

出

水

市

消

防

団

いずみしょうぼう７

いずみしょうぼうきゅうきゅう4

（救急２号車）いずみしょうぼうきゅうきゅう2

（携帯・銀河）

（携帯・矢筈）

（救急予備車）

いずみしょうぼう111

（救急１号車）

いずみしょうぼう110

（指令車）

（携帯・梯子車）

（携帯・銀河）

（携帯・矢筈）

（携帯・救助工作車）

（携帯・救助工作車）

いずみしょうぼう104

第 ３ 部

（梯子車）

（広報車）

いずみしょうぼう108

いずみしょうぼう103

いずみしょうぼう112

いずみしょうぼう109 （携帯・救急１号車）

（携帯・救急２号車）
（第６分団自動車部）

第 ２ 部

自動車部

（第７分団第２部）

第５分団

第 ３ 部

第 ２ 部

いずみししょうぼうだん　ろくのさん

第 ２ 部

第 ３ 部

第３分団

自動車部

第６分団

第 ２ 部

第 ３ 部

自動車部

自動車部

自動車部

第 ３ 部

第１３分団
餅 井 部

（第４分団自動車部）

いずみししょうぼうだん　はちのに

（第13分団　餅井部）

第７分団

（第６分団第２部）

いずみししょうぼうだん　ろくのじ

いずみししょうぼうだん　ろくのに

第 ２ 部

第２分団長

受令機１～５

自動車部

上 名 部

いずみししょうぼうだん　じゅうのいち

第１２分団

いずみししょうぼうだん　ななのに

いずみししょうぼうだん　ななのじ

青 木 部

いずみししょうぼうだん　さんのじ

出 水 市 長

消 防 総 務 課 長

予防課長・危険物係長

警 防 課 長 ・ 署 長

通 信 指 令 係 長

九 州 電 力

警 防 課 主 幹

（携帯・紫尾）

（携帯・救急予備車）

（携帯・指令車）

いずみしょうぼう106

いずみしょうぼう22

（救急３号車）

（携帯・防災活動車）

いずみしょうぼう114

いずみしょうぼう113

（携帯・救助工作車）いずみしょうぼう107

いずみしょうぼう205 （携帯・救急３号車）

（携帯・紫尾）

救 急 指 定 病 院

いずみしょうぼう204

（携帯・広報車）

（携帯・救急３号車）

いずみしょうぼう203

警 察 署

分

署

基 　地　 局

移

動

局

（第９分団２号車部）

いずみししょうぼうだん　じゅうのに

（第11分団１号車部）

いずみししょうぼうだん　きゅうのに

電話(代) (0996)82-2441
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第４分団

いずみししょうぼうだん　じゅういちのに

いずみししょうぼうだん　じゅうにのかみ

いずみししょうぼうだん　じゅうさんのもち

（第13分団　下名部）

（第12分団　青木部）

いずみししょうぼうだん　じゅうさんのしも

いずみししょうぼうだん　じゅうにのあお

下 名 部

42

いずみしょうぼうかはん1･2 （可搬・本署）

いずみしょうぼうかはん3 （可搬・分署）

（第４分団第２部）

（第８分団２号車部）

（第12分団　上名部）

（第11分団２号車部）
いずみしょうぼういしざか　１０Ｗ
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消 防 無 線 携 帯 型 3 1 2 超短波５Ｗ 防災相互波

アナログ無線設備

消 防 無 線 車 載 型 1 0 1 超短波１０Ｗ 防災相互波

署活系（アナログ無線）

署 活 系 携 帯 型
22 15 7 超短波１Ｗ

市波１・市波２・九州波１
九州波２・九州波３・防災相互波（400ＭＨｚ帯）

消 防 無 線 可 搬 型 3 2 1 超短波１０Ｗ
活動波１・活動波２
主運用波（１～７）
統制波１・統制波２・統制波３

消 防 無 線 携 帯 型 21 16 5 超短波５Ｗ
活動波１・活動波２
主運用波（１～７）
統制波１・統制波２・統制波３

消 防 無 線 卓 上 型 2 1 1
本署：超短波１０Ｗ
分署：超短波１０Ｗ

活動波１・活動波２
主運用波（１～７）
統制波１・統制波２・統制波３

消 防 無 線 車 載 型 13 10 3 超短波１０Ｗ
活動波１・活動波２
主運用波（１～７）
統制波１・統制波２・統制波３

消防救急デジタル無線設備

消 防 無 線 基 地 局 2 1 1
本署：超短波２０Ｗ

活動波１・活動波２・主運用波３
統制波１・統制波２・統制波３

分署：超短波１０Ｗ 活動波１・活動波２

２　消防本部及び署の通信施設
R2.4.1

品　　　名
個　　数

内　　　容 備　　　考
計 本署 分署



受 令 機 6

活動波１・主運用波（３・７）
統制波１・統制波２・統制波３

出水市消防団長・副団長（４名）に貸与
※予備１機を本署で保管

44

品　　　名 個　　数 内　　　容 備　　　考

消 防 無 線 車 載 型 29 超短波１０Ｗ
活動波１・主運用波（３・７）
統制波１・統制波２・統制波３

分署災害用(石坂分署)１

３　出水市消防団の通信施設 R2.4.1

携 帯 電 話 6　回　線

救急１号車業務用１

救急２号車業務用１

救急３号車業務用１

本署災害用(通信室)２

Ｉ Ｐ 電 話 2　回　線 鹿児島県防災情報ネットワーク回線

市 役 所 専 用 線 1　回　線 本署⇔市役所 本署と市役所の専用回線

順 次 指 令 4　回　線 火災時の自動連絡回線

ア プ ロ ー チ 回 線 1　回　線 本署⇔分署 ＤＡ６４回線（デジタル無線用）

会話が不自由な人の緊急通報回線

63-2281
事務連絡回線

分署 82-0052

専 用 指 令 回 線 1　回　線 本署⇔分署 本署と分署の専用回線（ＢＥＷ回線）

フ ァ ッ ク ス 3 2 1
本署

62-1119

一 般 加 入 電 話

回　　　線
（本署）
 63-0119　代表電話
 63-2145
 63-1240　テレガイド
 63-1534　指令台
（分署）
 82-2441

代表電話４
テレガイド2
分署電話２
指令台 ２

10 8 2

指令電話等

火災報知専用電話
１１９

回　　　線

１１９番

ＩＮＳ４
衛星受信１
携帯転送受信２
携帯４
ヘルプネット２

13 13 0



４　地域別水利状況

水 利 別

地

域

別 分団別

１０㎥

未満

１０㎥～
２０㎥
未満

２０㎥～
３０㎥
未満

３０㎥～
４０㎥
未満

４０㎥

以上

小計

１ 分 団 1 1 2 14（13） 18 81 1

２ 分 団 2 1 4  10（10） 17 84 1

３ 分 団 1 9 1 6  4（4） 21 144 3

４ 分 団 1 3 12（7） 16 108 3

５ 分 団 2 6 5 4 3（2） 20 82 2

６ 分 団 1 3  4（4） 8 23 1

７ 分 団 7 1（1） 8 21 1

小 計 3 20 8 29 48（41） 108 543 12

８ 分 団 8 37 19 3 15（13） 82 66 2

９ 分 団 3 42 11 15（15） 71 39 1

１０分団 2 32 9 10（10） 53 35 1

小 計 13 111 39 3 40（38） 206 140 4

１１分団 2 20 9 1 12（9） 44 41 3

1 ２ 分 団 11 3 3  11（8） 28 4

1 ３ 分 団 1 19 1 1 2 24 27

小 計 3 50 13 5 25（17） 96 72 3

19 181 60 37 113（96） 410 755 19

※（　　）は耐震性防火水槽

防火水そう

R2.4.1

高

尾

野

野

田

合 計

プール

(指定）

消火栓

(簡易水道含)

75㎜以上

出

水

45



予 防



イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

4

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

7

8

イ

ロ

10

11

12 イ

13 イ

14

15

イ

ロ

17

18

3

11

1,292

212

12

66

156

59

24

15

R2.4.1 現在 

5

18

29

77

356144

3

60

103

18

5

23

363

43

23

45

12

（高尾野・野田・荘地域）

5

11

259

126

15

19

53

地　域　別

令　別　表　区　分

410

3

43

91

22

1
劇 場 等

公 会 堂 等

計
本署管轄 分署管轄

出水地域

3

1

1

1

2

4

70

3

14

11768

2

49

3

公 衆 浴 場 等

車 両 の 停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 等

9

5

6

幼 稚 園 等

学 校 等

旅 館 等

寄 宿 舎 等

病 院 等

1,829

入 所 施 設 等

通 所 施 設 等

3

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場 等

待 合 ・ 料 理 店 等

飲 食 店 等

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

風 俗 営 業 を 営 む 店 舗 等
2

百 貨 店 等

指 定 文 化 財 等

ア ー ケ ー ド

16

計

工 場 及 び 作 業 場 等

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

倉 庫

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

特 定 を 含 む 複 合 用 途 防 火 対 象 物

特　定　以　外　　　　　　　　　〃

図 書 館 等

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

１　管轄区域別防火対象物

537

12

7

1

4

22

17

47

10

11

25

34

40

47

113

6

46



イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

4

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

7

8

イ

ロ

10

11

12 イ

13 イ

14

15

イ

ロ

17

18

3

124

分署管轄

（高尾野・野田・荘地域）

1

19

13

2

6

11

14

9

3

7

1

3

15

3

1

R2.4.1 現在 

1

3

2

26

69

43

52

2

18

11

24

28

37

5

1

11

23

2

21

6

12

２　防火管理者選任届出状況

地　域　別

公 会 堂 等

本署管轄

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

令　別　表　区　分

2

キ ャ バ レ ー 等

通 所 施 設 等

寄 宿 舎 等

旅 館 等

遊 技 場 等

百 貨 店 等

風 俗 営 業 を 営 む 店 舗 等

6

病 院 等

1

1
劇 場 等 5

414

出水地域
計

5

15

290

1

3

11

10

23

8

10 11

23

図 書 館 等

公 衆 浴 場 等

車 両 の 停 車 場 等

学 校 等 12

神 社 ・ 寺 院 等 8

3
待 合 ・ 料 理 店 等

飲 食 店 等

幼 稚 園 等 5

5

入 所 施 設 等 17

54

18

15

計

指 定 文 化 財 等

1

24

倉 庫

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

工 場 及 び 作 業 場 等

16
特 定 を 含 む 複 合 用 途 防 火 対 象 物

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

特　定　以　外　　　　　　　　　〃 1

39

ア ー ケ ー ド

9
蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

47



４　防火管理者上級講習会実施状況

87

130

185

193

595

1 49

66

            〃  ２５ 〃 甲　種 1 54

70

            〃  ３０ 〃 甲　種 1 55

            〃  ２９ 〃 甲　種 1 48

            〃  ２８ 〃 甲　種 1 54

平成元年 甲　種 1 67

            〃  ６３ 〃 甲　種 1 84

            〃  　３ 〃 甲　種 1 72

            〃  　２ 〃 甲　種 1 60

            〃  ５８ 〃 1 62

            〃  ６２ 〃 乙　種 1 32

            〃  ６１ 〃 1 89

            〃  ５９ 〃 1 40

３　防火管理者資格取得講習会実施状況
修　了　者　数（人）実　施　回　数（回）年 種　　別

            〃  ５７ 〃 1 59

701

            〃  ５６ 〃 1 56

 　 昭和 ５５年以前 8

            〃  　５ 〃 甲　種 1 59

            〃  　４ 〃 甲　種 1 82

            〃  　７ 〃 甲　種 1 69

            〃  　６ 〃 甲　種 1 53

            〃  　９ 〃 甲　種 1 57

            〃  　８ 〃 甲　種 1 59

            〃  １１ 〃 甲　種 1 49

            〃  １０ 〃 甲　種 1 56

            〃  １３ 〃 甲　種 1 31

            〃  １２ 〃 甲　種 1 45

            〃  １４ 〃 甲　種 1 56

            〃  １７ 〃 甲　種 1 51

            〃  １６ 〃 甲　種 1 68

計 46 2,942

            〃  ２３ 〃 甲　種

            〃  ２４ 〃 甲　種 1

            〃  ２７ 〃 甲　種 1 48

            〃  ２６ 〃 甲　種

83

            〃  １５ 〃 甲　種 1 46

            〃  ２１ 〃 甲　種 1 74

1

            〃  １８ 〃 甲　種 1 64

            〃  １９ 〃 甲　種 1 63

            〃  ２２ 〃 1 59甲　種

            〃  ２０ 〃 甲　種 1

令和元年度 甲　種 1 52

平成６年 1

計 4

  〃  ５９ 〃 1

実　施　回　数（回） 修　了　者　数（人）

昭和５５年 1

年

  〃  ６３ 〃 1

48



イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

4

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

7

8

イ

ロ

10

11

12 イ

13 イ

14

15

イ

ロ

17

18

745

 

109

1

19

17

278

47

92

17

5

514

5

36

6

5

1

4

18839

119

8

1

49

3

1

1

4

149

36

4

5

70

2

14

24

45

19

17

3

9

6

9

42

10

11

15

22

2

16

86

10

1

3

1

60

11

1

2

1

3 7

1

5

26

計

6

分署管轄本署管轄

出水地域 （高尾野・野田・荘地域）

6

５　予防査察実施状況（回数）

地　域　別

H31.4.1～R2.3.31 

3
待 合 ・ 料 理 店 等

飲 食 店 等

5
旅 館 等

百 貨 店 等

寄 宿 舎 等

図 書 館 等

学 校 等

風 俗 営 業 を 営 む 店 舗 等

令　別　表　区　分

公 会 堂 等
1

劇 場 等

2

キ ャ バ レ ー 等

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

遊 技 場 等

計

ア ー ケ ー ド

幼 稚 園 等

通 所 施 設 等

入 所 施 設 等

病 院 等

6

指 定 文 化 財 等

工 場 及 び 作 業 場 等

神 社 ・ 寺 院 等

倉 庫

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

9
蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

車 両 の 停 車 場 等

公 衆 浴 場 等

16
特 定 を 含 む 複 合 用 途 防 火 対 象 物

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

特　定　以　外　　　　　　　　　〃

49



  ⑴　建築種類別

内　訳

種　別

H31.4.1～R2.3.31 

10

0

0

0

（高尾野・野田・荘地域）
合
　
　
計

分署管轄

指
導
無

19

2

指
導
有

60

同　　　　意　　　　状　　　　況

9

79

本署管轄

2

23

8

7計画変更

計

用途変更

６　建築同意事務処理状況（件数）

新　　　築

増　　　築

改　　　築

既　　　設

出水地域

指
導
有

指
導
無

41

56

50



区　　分

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

4

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

7

8

イ

ロ

10

11

12 イ

13 イ

14

15

イ

ロ

17

18

　そ　の　他　（　一　般　住　宅　等　） 23 23

16

2 2

前各項に該当しない事業場 22 22

工 場 及 び 作 業 場 等

⑵　用　途　別（件数） H31.4.1～R2.3.31 

指導無

同　 意

条件付

同　 意

計 79 79

返　　却

指 定 文 化 財 等

ア ー ケ ー ド

特定を含む複合用途防火対象物 2 2

特　定　以　外　　　〃 1 1

倉 庫

7 7

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

神 社 ・ 寺 院 等

車 両 の 停 車 場 等

公 衆 浴 場 等
9

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

学 校 等

図 書 館 等

入 所 施 設 等 2 2

5

5
旅 館 等

6

病 院 等 1 1

幼 稚 園 等

通 所 施 設 等 5

寄 宿 舎 等 5 5

百 貨 店 等 8 8

3
待 合 ・ 料 理 店 等

2

キ ャ バ レ ー 等

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

遊 技 場 等

風 俗 営 業 を 行 う 店 舗 等

飲 食 店 等

用　途　別　（項）

1
劇 場 等

公 会 堂 等 1

受　　付 不同意

1

51



イ 3 2 5 5 5 1 2 5 3 5 36

ロ 4 13 13 11 1 16 2 18 78

イ 1 2 2 3 3 11

ロ 1 11 6 10 1 12 2 12 55

ハ

ニ 2 1 2 2 7

イ

ロ 2 12 20 1 5 39 1 45 125

4 6 1 7 2 67 38 51 1 82 26 112 393

イ 4 2 2 36 2 14 4 31 4 32 131

ロ 4 45 2 29 37 91 1 392 601

イ 6 11 1 1 36 9 30 11 50 8 53 216

ロ 1 34 34 1 34 1 30 8 34 177

ハ 1 2 45 3 17 3 47 67 185

ニ 1 9 2 6 1 8 2 14 43

7 11 91 14 39 5 12 115 287

8 1 5 1 2 1 1 6 17

イ

ロ 3 2 1 3 9

10 1 1 1 1 1 5

11 1 1 12 1 18 33

12 イ 44 8 2 1 152 1 1 161 2 2 32 355 761

13 イ 3 6 2 15 26

14 11 1 55 18 1 4 9 123 222

15 8 1 6 40 1 29 73 3 9 21 244 435

イ 4 10 2 1 49 13 28 10 58 13 73 261

ロ 1 8 3 3 2 1 29 47

17

18

108 10 67 10 18 1 724 5 206 545 144 4 401 147 1,771 4,161

水

噴

霧

消

火

設

備

ス

プ

リ

ン

ク

ラ
ー

設

備

R2.4.1 現在 

合

計

排

煙

設

備

消

火

器

警 報 設 備
非

常

電

源

避 難 設 備

非

常

警

報

設

備

誘

導

灯

自

動

火

災

報

知

設

備

避

難

器

具

火

災

通

報

装

置

漏

電

火

災

警

報

器

車 両 の 停 車 場 等

飲 食 店 等

待 合 ・ 料 理 店 等

寄 宿 舎 等

旅 館 等

公 衆 浴 場 等

学 校 等

入 所 施 設 等

9

通 所 施 設 等

3

5

百 貨 店 等

幼 稚 園 等

52

6

16

計

特　定　以　外　　　　　〃

工 場 及 び 作 業 場 等

前各項に該当しない事業場

病 院 等

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

指 定 文 化 財 等

神 社 ・ 寺 院 等

倉 庫

図 書 館 等

特 定 を 含 む 複 合 用 途
防 火 対 象 物

ア ー ケ ー ド

７　消防用設備等設置件数（棟）

1
劇 場 等

遊 技 場 等

風 俗 営 業 を 営 む 店 舗 等

消 火 設 備

2

屋

外

消

火

栓

設

備

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

キ ャ バ レ ー 等

公 会 堂 等

種　　別

用　途　別

連

結

送

水

管

消

防

用

水

屋

内

消

火

栓

設

備



イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

4 2 4 3 9

イ 1 1

ロ

イ 2 2

ロ 1 2 2 1 6

ハ 2 1 2 4 2 11

ニ

7 2 2

8

イ

ロ

10

11

12 イ 1 4 2 7

13 イ

14 1 1

15 1 1 2

イ 2 2

ロ 1 1

17

18

3 2 1 18 4 10 6 44

H31.4.1～R2.3.31 

種　　別

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

2

キ ャ バ レ ー 等

公 会 堂 等
1

合

計

劇 場 等

避難設備

誘

導

灯

自

動

火

災

報

知

設

備

非

常

警

報

設

備

火

災

通

報

装

置

避

難

器

具

遊 技 場 等

3
待 合 ・ 料 理 店 等

病 院 等

旅 館 等

寄 宿 舎 等

6

5

飲 食 店 等

幼 稚 園 等

入 所 施 設 等

通 所 施 設 等

公 衆 浴 場 等
9

百 貨 店 等

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

図 書 館 等

学 校 等

警 報 設 備

屋

内

消

火

栓

設

備

屋

外

消

火

栓

設

備

ス

プ

リ

ン

ク

ラ
ー

設

備

連

結

送

水

管

不

活

性

ガ

ス

消

火

設

備

８　消防用設備等着工届出件数

風 俗 営 業 を 営 む 店 舗 等

計

消 火 設 備

指 定 文 化 財 等

ア ー ケ ー ド

特　定　以　外　　　　〃

用　途　別

16

特 定 を 含 む 複 合 用 途
防 火 対 象 物

前各項に該当しない事業場

倉 庫

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

工 場 及 び 作 業 場 等

神 社 ・ 寺 院 等

車 両 の 停 車 場 等

53



イ

ロ 1 1 2

イ

ロ 1 1

ハ

ニ

イ

ロ 1 1 1 3

4 3 3 5 5 16

イ 3 1 1 5

ロ 2 1 1 4 8

イ 5 1 6

ロ 2 2 3 2 2 11

ハ 1 2 3 2 3 11

ニ

7 2 2

8

イ

ロ

10

11

12 イ 2 7 2 3 6 20

13 イ

14 1 1 2

15 1 2 3 9 15

イ 2 1 1 4

ロ

17

18

3 2 1 25 6 13 1 20 35 106

連

結

送

水

管

16

特 定 を 含 む 複 合 用 途
防 火 対 象 物

図 書 館 等

2

1

3

5

ア ー ケ ー ド

避

難

器

具

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

工 場 及 び 作 業 場 等

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

キ ャ バ レ ー 等

公 会 堂 等

劇 場 等

待 合 ・ 料 理 店 等

幼 稚 園 等

通 所 施 設 等

飲 食 店 等

百 貨 店 等

遊 技 場 等

風 俗 営 業 等 を 営 む 店 舗 等

屋

外

消

火

栓

設

備

計

旅 館 等

指 定 文 化 財 等

病 院 等

入 所 施 設 等

特　定　以　外　　　　　〃

寄 宿 舎 等

学 校 等

神 社 ・ 寺 院 等

車 両 の 停 車 場 等

公 衆 浴 場 等

6

9
蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

前各項に該当しない事業場

倉 庫

９　消防用設備等検査件数

誘

導

灯用　途　別

不

活

性

ガ

ス

消

火

設

備

自

動

火

災

報

知

設

備

非

常

警

報

設

備

H31.4.1～R2.3.31 

種　　別

火

災

通

報

装

置

消

火

器

合

計

消 火 設 備 警報設備 避難設備

屋

内

消

火

栓

設

備

ス

プ

リ

ン

ク

ラ
ー

設

備
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イ

ロ 1 1 2

イ

ロ 1 1

ハ

ニ

イ

ロ 1 1 1 3

4 3 3 5 5 16

イ 3 1 1 5

ロ 2 1 1 4 8

イ 5 1 6

ロ 2 2 3 2 2 11

ハ 1 2 3 2 3 11

ニ

7 2 2

8

イ

ロ

10

11

12 イ 2 7 2 3 6 20

13 イ

14 1 1 2

15 1 2 3 9 15

イ 2 1 1 4

ロ

17

18

3 2 1 25 6 13 1 20 35 106

１０　消防用設備等検査済証交付件数

遊 技 場 等

風 俗 営 業 等 を 営 む 店 舗 等

用　途　別

H31.4.1～R2.3.31 

種　　別

2

キ ャ バ レ ー 等

公 会 堂 等
1

劇 場 等

合

計

5
旅 館 等

寄 宿 舎 等

百 貨 店 等

飲 食 店 等
3

待 合 ・ 料 理 店 等

6

神 社 ・ 寺 院 等

車 両 の 停 車 場 等

公 衆 浴 場 等
9

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

病 院 等

入 所 施 設 等

通 所 施 設 等

幼 稚 園 等

学 校 等

前各項に該当しない事業場

倉 庫

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

工 場 及 び 作 業 場 等

消

火

器

自

動

火

災

報

知

設

備

非

常

警

報

設

備

火

災

通

報

装

置

避

難

器

具

誘

導

灯

計

消 火 設 備 警報設備 避難設備

屋

内

消

火

栓

設

備

屋

外

消

火

栓

設

備

ス

プ

リ

ン

ク

ラ
ー

設

備

連

結

送

水

管

不

活

性

ガ

ス

消

火

設

備

指 定 文 化 財 等

ア ー ケ ー ド

特　定　以　外　　　　〃

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

16

特 定 を 含 む 複 合 用 途
防 火 対 象 物

図 書 館 等
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イ

ロ 1 1

イ

ロ 1 1

ハ

ニ

イ

ロ 1 1

4 1 3 2 1 7

イ

ロ 2 1 3

イ

ロ 1 1

ハ 1 1

ニ

7

8

イ

ロ

10

11

12 イ 1 1 2

13 イ

14

15

イ

ロ

17

18

4 2 3 1 3 1 2 1 17

7 86

キ ャ バ レ ー 等

公 会 堂 等

2

H31.4.1～R2.3.31 

310 11 12 1 計9
月　　別

神 社 ・ 寺 院 等

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 等

旅 館 等

寄 宿 舎 等

百 貨 店 等

図 書 館 等

学 校 等

車 両 の 停 車 場 等

公 衆 浴 場 等

劇 場 等

4 5
用　途　別

1

１１．防火対象物使用開始届出件数

計

指 定 文 化 財 等

ア ー ケ ー ド

6

幼 稚 園 等

病 院 等

入 所 施 設 等

通 所 施 設 等

特　定　以　外　　　　　　〃
16

特 定 を 含 む 複 合 用 途
防 火 対 象 物

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

倉 庫

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

工 場 及 び 作 業 場 等

2

3
飲 食 店 等

9

5

待 合 ・ 料 理 店 等

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

遊 技 場 等

風 俗 営 業 を 営 む 店 舗 等
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１２　各種届出処理件数

届 出 種 別 件数

消　防　法 第8条 防火管理者選任解任届 96

消　防　法 第8条の2の2 防火対象物点検結果報告書 46

  　〃 第9条の3 液化石油ガス、圧縮アセチレンガス貯蔵取扱い届 17

  　〃 第17条の3の2 消防用設備等設置届 124

  　〃 第17条の3の3 消防用設備等点検結果報告書 　

消　防　法 施行規則第3条 消防計画 121

 　 〃
　〃　　第10項
令第3条の2第2項

消防訓練実施届 532

 　 〃 施行規則第33条の18 消防用設備等着工届 44

火災予防条例 第43条 防火対象物使用開始届 17

  　〃 第44条   第5号 ボイラー又は入力70キロワット以上の給湯湯沸設備 5

  　〃    〃　　第9号 高圧又は特別高圧の変電設備 28

 　 〃    〃　  第11号 内燃機関による発電設備 5

 　 〃    〃　  第12号 蓄電池設備 6

　  〃    〃　  第14号 水素ガスを充てんする気球

 　 〃 第45条　 第1号 火災とまぎらわしい行為の届 4

 　 〃    〃　  第2号 煙火打上げ、仕掛け届 41

 　 〃    〃　  第3号 催物開催届 4

 　 〃 第46条 少量危険物の貯蔵取扱い届
貯蔵15
廃止4

関 連 条 文

H31.4.1～R2.3.31 
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１３　数量別危険物施設

　数　量　別

屋

内

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

外

小

計

給

油

第

一

種

販

売

第

二

種

販

売

移

送

一

般

自

家

用

給

油

小

計

    　 5倍以下 5 8 3 10 23 49 1 10 11 60

  　   5倍を超え ～ 　　 10倍以下 3 5 8 2 18 4 3 7 25

　　  10 〃 ～ 　　 50　〃 4 9 4 10 27 1 5 9 15 42

　　　50 〃 ～ 　  100　〃 1 2 3 7 2 9 12

　   100 〃 ～ 　  150　〃 1 2 3 5 5 8

　   150 〃 ～ 　  200  〃 0 6 6 6

　   200 〃 ～   1,000　〃 2 2 2 7 7 11

   1,000 〃 ～   5,000　〃 13 13 2 2 15

   5,000 〃 ～  10,000　〃 3 3 1 1 4

2 13 42 3 23 37 118 27 1 23 12 63 183

58

R2.4.1現在

取 扱 所 合

計

合 計

製

造

所

貯 蔵 所

製造所等の別



126 2 12 32 2 12 0 23 0 18 8 0 0 16 1 0

43 0 1 6 1 9 0 11 0 6 3 0 0 6 0 0

14 0 0 4 0 2 0 3 0 3 1 0 0 1 0 0

183 2 13 42 3 23 0 37 0 27 12 0 0 23 1 0

14　地域別危険物施設状況

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

外

貯 蔵 所

屋

内

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

製造所等の別

地　域　別

計

製

造

所

H31.4.1 ～ R2.3.31 

出 水

高 尾 野

野 田

計

　　　　　製　　　 　造          所　

施　　　設　　　数　　　　　製　造　所　等　の　別

１５　危険物施設に対する立入検査の状況

屋　　　　　　　内

屋　外　タ　ン　ク

屋　内　タ　ン　ク

小　　　　　　　計

貯
　
　
　
蔵
　
　
　
所

地　下　タ　ン　ク

簡　易　タ　ン　ク

移　動　タ　ン　ク

屋　　　　　　　外

移　　　　　　送

一　　　　　　般

小　　　　　　計

合　　　　　　　　　　計

取
　
　
　
扱
　
　
　
所

給　　　　　　　油

自 家 用 給 油

第 一 種 販 売

第 二 種 販 売

63

183

0

0

0

0

1

23

1

22

62

181

2 2

13

42

13

42

3

23

3

22

延　　　回　　　数

0

37

0

117

27

12

0

37

0

118

27

12

R2.4.1現在 

地

下

タ

ン

ク

そ

の

他

第

一

種

販

売

第

二

種

販

売

一

般

移

送

取 扱 所

給

油

自

家

用

給

油
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１６　危険物施設許認可事務処理状況

項　目　別

設 置 許 可 4 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0

完 成 検 査 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

変 更 許 可 7 1 0 1 0 0 0 1 0 3 1 0 0 0 0 0

変更 完成 検査 6 1 0 1 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 0 0

水 圧 検 査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水 張 検 査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

加 圧 検 査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基 礎 ・ 地 盤 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 接 部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

種類数量変更届 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

名義名称変更届 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

譲 渡 引 渡 届 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

保 安 監 督 者
選 任 届
保 安 監 督 者
解 任 届
製 造 所 等 の
廃 止 届
仮 使 用
仮貯蔵（取扱）

計 41 6 3 4 0 1 0 11 0 10 6 0 0 0 0 0

　　Ｈ31.4.1 ～ R2.3.31 

0 0

第

一

種

販

売

取 扱 所

第

二

種

販

売

一

般

移

送

自

家

用

給

油

移

動

タ

ン

ク

給

油

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

屋

内

0 0 02 1

屋

外

0

1

7

2 1

4

5 0

00 2 00

0 1 00 0

00 0 02 0

3

製造所等の別

0 0 0

0

0

計

5

製

造

所

そ

の

他

0

0 0 0 0 0

0 0

00

00

0

0

1

3

0

2 0 0

0

00 0 0

0
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１７　月別危険物規制事務取扱状況

項　目 仮 貯 蔵 完成検査済証

仮 取 扱 再交付

4 月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

5 月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 月 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

8 月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

9 月 0 2 1 0 0 0 0 0 2 1 0 6

10 月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

11 月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 月 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

1 月 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3

2 月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 月 3 2 1 0 0 0 0 0 2 0 0 8

4 7 7 0 0 0 0 0 4 3 0 25

仮 使 用

　　H31.4.1 ～ R2.3.31

計

計

　月
水　　圧 基礎地盤設　　置 変　　更 完成検査 水　　張 加　　圧

61

溶 接 部



１８　危険物関係消防事務手数料徴収調べ

 

設置 変更 設置 変更 水張 加圧
基礎
地盤

溶接部

件 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2

料 0 0 46,000 0 23,000 0 0 0 0 0 69,000

件 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

料 0 20,000 0 0 0 0 0 0 0 0 20,000

件 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 4

料 5,400 20,000 13,000 0 6,500 0 0 0 0 0 44,900

件 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

件 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

件 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 7

料 0 39,000 13,000 19,500 6,500 0 0 0 0 0 94,200

件 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

件 3 1 4 0 3 0 0 0 0 0 11

料 16,200 52,000 104,000 0 39,000 0 0 0 0 0 211,200

件 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

件 4 4 7 1 6 0 0 0 0 0 25

料 21,600 131,000 176,000 19,500 75,000 0 0 0 0 0 439,300

完 成 検 査 前 検 査

0

H31.4.1 ～ R2.3.31（単位:円）

合

計

屋
 
内

タ
ン
ク

屋
 
内

屋
 
外

タ
ン
ク

許 可 完 成 検 査

16,200

条 例 に 基 づ く 危 険 物 製 造 所等 の 申 請 手 数 料

タ
ン
ク

移
 
動

屋
 
外

タ
ン
ク

仮

貯

蔵

仮

取

扱

仮

使

用

種別

区分

給
 
油

一
 
般

貯

蔵

所

製造所

取

扱

所

地
 
下

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

完成
検査
済証

再交
付

3

16,200

0

0

合 計

0

0

0

0
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火 災



損害額
(千円）

火災発生
件　　数

112,256 48

43,692 28

37,318 27

26,726 16

49,974 32

24,085 19

24,289 24

8,939 9

29,915 19

31,381 17

23,912 17

34,452 9

93,391 21

H19 2,339

H20 1,560

H21 1,382

H22 1,670

H23 1,562

H24 1,268

H25 1,012

H26 993

H27 1,574

H28 1,846

H29 1,407

H30 3,828

R元 4,447

R元

火災1件当たりの
損害額（千円）

　　 火災発生件数及び損害額の推移

H19

H20

H28

H27

H26

H29

H25

H24

H30

H23

H22

H21

1　火災統計グラフ
H31.1.1 ～ R元.12.31　

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

（件）（千円）
火災発生件数と損害額の推移

火災発生件数

損 害 額

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

（千円）
火災1件当たりの損害額の推移

63



64 

 

２ 火災概況 

                                                         H31.1.1 ～ R元.12.31 

 

⑴ 出 火 件 数   ２１件 （建物１２件、林野１件、車両５件、その他３件） 

⑵ 焼 損 棟 数   住 家   ６棟（全焼５棟、ぼや１棟） 

          非住家   ８棟（全焼２棟、半焼１棟、部分焼１棟、ぼや４棟） 

⑶ 焼 損 面 積   建 物 床面積２,１６０㎡ 表面積１０㎡  林野８ａ 

⑷  り災世帯数   ７世帯  

⑸ り 災 者 数   １１人 

⑹ 死 傷 者 数   死者１人、負傷者４人 

⑺ 損 害 額   建 物 イ建 物   ７２，２０５千円 

              ロ内容物   ２０，３３２千円 

          林 野           ２１２千円 

          車 両                     ６４１千円 

                    その他                         １千円 

            合 計        ９３，３９１千円 

⑻ 建物火災１回当たりの焼損面積    （床）    １８０㎡ 

                    （表）  ０.８３㎡ 

⑼ 火災１件当たりの損害額      ４，４４７千円 

⑽ 市民１人当たりの損害額       １，７４８円 

（令和２．１．１現在  ５３，４４２人） 



損害額

累　計

（㎡） （㎡） （ａ） 建  物 収容物 その他 (千円)

65-66

2/19 1:20

8月
日時分不明

H31.1.1 ～ R元.12.31

建　物
車両 計

254

2,387

9,9514,130

191

5,599

5,609

3,212

5,185

212

不明調査中

1

出水市上鯖淵

不明調査中

16:30 不明調査中

出水市下鯖町

場　　　所

出水市高尾野町

5

5/23

17:10

14:00

5/13

3

4

2/17

3:00

6

1たばこの火の不始末扱い

不明調査中5/8

建物

17:30

7:301/11 接触部が発熱し出火出水市下鯖町

35

３  火災発生状況一覧表

火
災
番
号

出   火

月日 時刻

り  災

世
　
帯

人
　
員

2 2 37 861

2,958

死
　
者

1,526 2,387

2,387

その他 爆発林野

林野

建物 1 130 2,113

1

1 2,0703,115

焼　損　面　積

床面積 表面積 林野

5,821

10

64,586

2

出水市下知識町

10 7/31

3/24

7

焼 損 程 度

全
　
焼

11

出火原因

放火の疑い

火
災
種
別

出水市平和町14:00

出水市下鯖町

出水市高尾野町

建物

1

2

1建物

車両

車両

ぼ
　
や

住

　
家

非

住

家

2

1

1

10,142

半
　
焼

部
分
焼

1

1

1

8

2,017

191

傷
者
／
３

０
日
死
者

損　　害　　額（千円）

10

212

18 7/4 4:17 出水市大川内 219

ガスバーナーの過熱によ
る爆発

その他

不明調査中 建物

9 7/28 15:55 出水市中央町

1 1

計上にいたらず 15,327

15,327

972溶断作業中の火花が着火 建物 1 1 41,119 8,140 49,259

11 出水市知識町 ちり焼きの延焼疑い その他 1 1 64,587

12 9/12 15:30 出水市上大川内 たき火 その他 計上にいたらず 64,587 1

13 10/4 11:30 出水市高尾野町 ガスコンロ消し忘れ 建物 1 1 1 4 59 59 64,646 1

14 11/10 4:00 出水市高尾野町 不明調査中 建物 1 1 519 3,051 553 3,604 68,250

15 11/12 15:45 出水市文化町 静電気による引火 車両 1 1 68,251

16 12/1 12:00 出水市武本 不明調査中 建物 1 1 123 15,859 2,690 18,549 86,800

17 12/8 20:20 出水市高尾野町 不明調査中 建物 1 1 1 1 1 1 125 3,205 1,815 5,020 91,820 1



67-68

計 6 8 7 1 1 5 7 11 2,160 10 8 72,205 20,332 212 641 1 93,391 93,391 1 4

18 12/9 13:17 出水市麓町
加熱されたスプレー缶が
破裂し、可燃性ガスに引
火する。

建物 1 1 計上にいたらず 91,820 1

19 12/16 8:30 出水市武本 不明調査中 建物 1 1

機関部に付着した飼料原
料が熱せられ着火したも
の

車両

10 20 1,102

20 12/14 14:00 出水市米ノ津町

1,122 92,942

449

不明調査中 車両

449 93,391

21 12/23 16:00 出水市春日町 93,391



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

合　計

1

５　火災種別発生件数と損害額

21

6

2

1

15

1

1

４　地域別火災発生件数と損害額

1

1

1

2

2

野田 高尾野

1

516

54,444

1

1

1

3

1

0

                           H31.1.1 ～ R元.12.31 

月 発生件数
地　　域　　別

損 害 額（千円）

1

1

3

93,391

59

3,605

25,140

3

出水 

2,387

3,212

10

4,533

1

1

建物

12

57.1%

林野

1

4.8%

車両

5

23.8%

その他

3

14.3%

建 物 林 野 車 両 その他

建物

92，537

99.1 %

林野

212

0.2%

車両

641

0.7%

その他

1

0.0%

損害額

93，391千円

件 数

２１件
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1

2

3

3

3

3

3

3

７　建築物用途別火災発生件数

死

者

6 1

1

1

3

1

1

1

14 1

2

養 豚 舎 3,604
（床）519

3,604

６　原因別火災発生件数
H31.1.1 ～ R元.12.31 

野　　　田高　尾　野出   　 水
順位 発　生　原　因

地　域　別
計

3

18,549

2

1

1

1

H31.1.1 ～ R元.12.31 

住 家

空 家

その他

たばこ

こんろ 1

ストーブ

3

1

たき火

溶接機・切断機

1

配線器具 1 1

　
　　　区 分

 用途別

43,613

1

鶏 舎

1

納 屋

倉 庫

飲 食 店

16,732

18,549

計上にいたらず

傷

者

1

1

1

放火の疑い 1

1

１棟当たり
損　害　額
　　（千円）

1,122

2116

17,490

59

2,789

5 0

不明調査中 6 4 10

（表）10
（床）2,160
（表）10

死傷者

52,471

59

1,122

92,537

焼　　　損

面　　　積
　　　（㎡）

（床）511

（床）123

（床）1,007

3

損　害　額
　

（千円）

計

計

焼

損

棟

数

  70



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

0 ～ 1

1 ～ 2 1 1

2 ～ 3

3 ～ 4 1 1

4 ～ 5 1 1 2

5 ～ 6

6 ～ 7

7 ～ 8 1 1

8 ～ 9 1 1

9 ～ 10

10 ～ 11

11 ～ 12 1 1

12 ～ 13 1 1

13 ～ 14 1 1

14 ～ 15 1 1 1 3

15 ～ 16 1 1 1 3

16 ～ 17 1 1 2

17 ～ 18 1 1 2

18 ～ 19

19 ～ 20

20 ～ 21 1 1

21 ～ 22

22 ～ 23

23 ～ 24

1 1

1 2 1 3 3 1 1 1 2 6 21

８　月別、時間別火災発生件数

　　　　　月　別

時　間

不　　明

合　　計

H31.1.1 ～ R元.12.31 
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　　　　曜日
月別 日 月 火 水 木 金 土 不明 計

1 1 1

2 1 1 2

3 1 1

4

5 1 2 3

6

7 1 1 1 3

8 1 1

9 1 1

10 1 1

11 1 1 2

12 2 3 1 6

計 6 3 2 2 4 2 1 1 21

９　曜日別火災発生件数
H31.1.1 ～ R元.12.31 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

1 3 2 1 1 2 5 15

1 1 1 1 4

1 1 2

1 2 1 3 3 1 1 1 2 6 21

1 1 2

1 2 3

1 1 2 1 1 1 1 2 10

1 1 1 3

1 1 2

1 1

1 2 1 3 3 1 1 1 2 6 21

1 1 2

1 1 1 3

1 1 2 4

1 1 2

1 1 1 1 4

1 1

1 1 1 3

1 1 2

1 2 1 3 3 1 1 1 2 6 21

１０ 気象別火災発生件数
H31.1.1 ～ R元.12.31 

西

計

天
　
気

不　　明

風
　
　
　
向

南 南 西

　　　　　　　　月別
気象別

南

晴

曇

雨

西 南 西

西 北 西

無　　風

東 南 東

東 北 東

不　　明

計

北 北 東

南 南 東

不　明

計

風
　
　
　
速

m/s

北 北 西

北　　西

東

0

1

2

南　　東

北　　東

南　　西

北

9

10以上

8

3

4

5

6

7
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救 急



１．年次別救急活動状況

年次別

区分

出場件数 2,041 2,059 2,090 2,133 2,183 2,144 2,199 2,253 2,195 2,276 2,248

搬送人員 1,913 1,912 1,952 1,928 2,003 1,932 1,984 2,042 1,998 2,083 2,085

出場件数 1,132 1,206 1,243 1,296 1,271 1,242 1,372 1,363 1,322 1,399 1,364

搬送人員 1,016 1,103 1,132 1,129 1,141 1,090 1,223 1,231 1,200 1,278 1,254

出場件数 236 232 183 188 238 206 284 200 189 180 165

搬送人員 255 254 202 201 248 212 178 201 176 159 159

出場件数 272 249 266 259 274 290 279 309 295 274 301

搬送人員 264 221 247 238 243 259 249 276 267 251 282

平成21年 ～ 令和元年  

12927 28

総 件 数

一般負傷

交通事故

急 病

3025 2621 22 23 24

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

総出動件数

急病

交通事故

一般負傷

（件）

21 22          23          24          25          26           27          28          29          30      1
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２．救急事故種別出場件数

① 急 病 1,364 件 60.7%

② 一 般 負 傷 301 件 13.4%

③ 交 通 事 故 165 件 7.3%

④ 自 損 行 為 15 件 0.7%

⑤ 労 働 災 害 21 件 0.9%

⑥ 運 動 競 技 22 件 1.0%

⑦ 加 害 9 件 0.4%

⑧ 火 災 2 件 0.1%

⑨ 水 難 1 件 0.0%

⑩ そ の 他 348 件 15.5%

３．覚知別救急出場件数

① 専用電話 677 件 30.1%

② 加入電話 450 件 20.0%

③ 携帯１１９ 722 件 32.1%

④ ＮＴＴ－ＩＰ 300 件 13.3%

⑤ テレコム 11 件 0.5%

⑥ 駆けつけ 9 件 0.4%

⑦ 消防無線 3 件 0.1%

⑧ 携帯転送 12 件 0.5%

⑨ 救急無線 2 件 0.1%

⑩ 警察電話 2 件 0.1%

⑪ ＫＤＤＩ 57 件 2.5%

⑫ 自己覚知 1 件 0.0%

⑬ その他 2 件 0.1%

４．地域別救急出場件数

① 出 水 1,621 件 72.1%

② 高 尾 野 476 件 21.2%

③ 野 田 149 件 6.6%

④ さ つ ま 町 2 件 0.1%

H31.1.1 ～ R元.12.31 

[分類

名][値]

[分類名]

[値]

[分類名]

[値]

[分類名]

[値]

出場件数
2,248件

① 1,364 ② 301 

③ 165 

④ 15 

⑤ 21 

⑥ 22 

⑦ 9 

⑧ 2 ⑨ 1 

⑩ 348 

① 677 

② 450 

③ 722 

④ 300 

⑤ 11 

⑥ 9 ⑦ 3 ⑧ 12 ⑨ 2 ⑩ 2 ⑪ 57 ⑫ 1 ⑬ 2 

出場件
数
2,248件

出場件数
2,248件
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５．月別救急事故件数

月

取扱件数 207 153 180 165 185 157 162 179 166 159 166 192 2,071

搬送人員 207 153 183 166 185 157 163 181 169 159 166 196 2,085

1 1 1 1 2 2

1 1 1 1

13 13 5 5 13 14 11 12 9 10 11 11 10 11 11 12 13 16 14 14 16 16 21 25 147 159

3 3 3 3 4 4 1 1 1 1 1 1 2 2 4 4 1 1 1 1 21 21

1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 4 4 4 4 2 2 2 2 20 20

28 28 20 20 27 27 16 16 21 22 23 25 20 20 22 23 17 17 30 31 27 27 25 26 276 282

1 1 2 2 1 1 2 2 1 1 7 7

1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 3 3 11 11

139 139 98 98 100 102 106 106 123 121 86 83 99 99 115 115 106 106 89 88 95 95 103 102 1,259 1,254

24 24 26 26 34 34 26 26 27 27 32 33 29 29 22 22 20 20 25 25 26 26 36 36 327 328

9

187

76

H31.1.1 ～ R元.12.31 

（単位：件）

12

207

10

175

15 17716

11

177

11

計

2,248

21

6

165

8

7

176

14

8

198

19

4

174

9

5

198

13

2

168

15

3

193

13

自 損 行 為

急 病

そ の 他

230

23

加 害

出 場 件 数

不 搬 送

1

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通 事 故

搬

送

区　分



６．時間別救急出場件数

（件）

（時間帯）

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

計 103 69 57 164 255 302 235 248 273 230 165 147 2,248

火 災 1 1 2

自然災害

水 難 1 1

交通事故 2 3 1 10 12 17 19 31 31 19 10 10 165

労働災害 1 5 5 6 2 2 21

運動競技 1 5 2 9 2 2 1 22

一般負傷 17 8 9 21 44 37 30 30 34 31 22 18 301

加 害 1 1 1 3 1 2 9

自損行為 1 3 1 2 1 1 4 2 15

急 病 78 57 45 122 161 147 115 122 143 157 112 105 1,364

そ の 他 5 1 1 6 30 89 61 51 54 21 19 10 348

種別 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

時刻 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

 H31.1.1 ～ R元.12.31 

0

50

100

150

200

250

300

350

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 120

50

100

150

200

250

300

350
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７．曜日別救急搬送人員調べ

（単位：人）

曜　日

種　別

1 1 2

0

1 1

19 16 24 31 17 24 28 159

1 4 4 7 3 1 1 21

8 1 1 4 3 3 20

52 32 34 46 34 36 48 282

2 1 1 3 7

3 1 2 5 11

166 200 170 177 209 168 164 1,254

11 53 49 57 66 53 39 328

262 307 282 321 336 291 286 2,085

計

労 働 災 害

土月 火

交 通 事 故

急 病

そ の 他

加 害

自 損 行 為

運 動 競 技

一 般 負 傷

78

H31.1.1 ～ R元.12.31 

火 災

自 然 災 害

水 難

水 木 金

計

日



８．　事故種別医療機関別搬送人員調べ

事故種別等

開設者別

7 7

1,145 154 264 240 1,803

1 35 36

病 院 60 4 13 104 181

診 療 所 0

1,206 158 277 386 2,027

1 1

3 1 4

病 院 6 6

診 療 所 38 1 4 2 45

47 1 5 3 56

0 0 0 8 8

1,148 154 265 240 1,807

1 0 0 35 36

病 院 66 4 13 104 187

診 療 所 38 1 4 2 45

1,253 159 282 389 2,083

1 1 2

1,254 159 282 390 2,085

救
急
告
示

医
療
機
関

医
療
機
関

　（単位：人）

計告示の
別　 等

急 病 交 通 事 故

79

小　　　計

国 立

公 立

公 的

計

そ の 他 の 場 所

国 立

公 立

公 的

私  的

小　　　計

そ
の
他
の

H31.1.1 ～ R元.12.31  

一 般 負 傷 そ の 他

合 計

国 立

公 立

公 的

私  的

私  的

小　　　計



９．年齢別事故種別搬送人員調べ

（単位：人）

事  故  別

年  齢  別

2 159 21 20 282 7 11 1,254 328 2,085

80

高 齢 者

（満６５歳以上）

合　　　　計

新 生 児

（生後２８日未満）

乳 幼 児

（生後２８日以上満７歳未満）

2

少 年

（満７歳以上満１８歳未満）

成 人

（満１８歳以上満６５歳未満）

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

火

災

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

そ

の

他

計

自

損

行

為

急

病

8 8

14 13

5 7 74

5 73

10 1 51

2 1 2 36

72 19 6 2973

226 2 3

7 44

H31.1.1 ～ R元.12.31 

1,388

94 542

1 68 2 870 214



１０．傷病程度別搬送状況

（単位：人）

性別

男 1 2 14 17

女 1 1 1 14 17

男 7 2 1 2 2 1 31 46 92

女 1 5 27 35 68

男 20 9 3 39 3 251 120 445

女 1 14 1 85 2 1 240 119 463

男 66 7 13 73 2 1 338 4 504

女 51 3 2 77 1 2 339 4 479

男

女

2 0 1 159 21 20 282 7 11 1,254 328 2,085 2,085

　傷病程度の分類

死 亡 と は 　初診時において死亡が確認されたもの。

重 症 と は 　傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。

中 等 症 と は 　傷病の程度が重症又は軽症以外のもの。

軽 症 と は 　傷病の程度が入院加療を必要としないもの。

そ の 他 と は 　医師の診断がないもの及び搬送先がその他の場所へ搬送したもの。

8
1

火

災

自

然

災

害

34

160

加

害

自

損

行

為

一

般

負

傷

急

病

合 計

死 亡

程度

事故種別 そ

の

他

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

H31.1.1 ～ R元.12.31 

重 症

908

983

合　　　計

そ の 他

軽 症

中 等 症

小 計



１１．ヘリ搬送運航状況

要請件数　

現場搬送 施設間搬送 その他 出動後キャンセル 出動前キャンセル 時間外要請 天候不良 重複要請 その他

ドクターヘリ 11 12 3 2 5 14 47

補完ヘリ 11 1 12

防災ヘリ

その他

合　計 22 13 3 2 5 14 59

※　現場出動：救急現場及びその近隣の臨時ヘリポートへの出動

※　施設間搬送：医療機関から医療機関への患者搬送

※　出動後キャンセル：ヘリポートを離陸したが、要請元からキャンセル等により基地病院へ帰投した件数

※　出動前キャンセル：要請が来て出動準備をしたが、ヘリポートを離陸する前にキャンセルとなった件数

事故種別ごとの搬送件数

ヘリ種別 火災 自然災害 水難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加害 自損行為 急病 その他 合 計

ドクターヘリ 2 8 7 4 13 13 47

補完ヘリ 2 4 2 3 1 12

防災ヘリ

その他

合　　計 2 10 11 6 16 14 59

H31.1.1 ～ R元.12.31  

出動件数 未出動件数
ヘリ種別 合　計

82



消 防 団 ・ 自 衛 消 防 隊

婦 人 防 火 ク ラ ブ

幼 年 消 防 ク ラ ブ

少 年 消 防 ク ラ ブ



29 58 362

第 1

第 2

第 3

第 4

第 5

第 6

第 7

第 8

第 9

第 10

第 11

第 12

第 13

分 団 長

分 団 長

分 団 長

分 団 長

分 団 長

中　村　　  勝

野　添　輝　夫

尾　野　丈　志

大　田　義　明

分 団 長

新　垣　裕　勝

小　形　哲　哉

一住連　正　志

南　　　恭　二

分 団 長

分 団 長

分 団 長

分 団 長

分 団 長

分 団 長

分 団 長

分

団

尾野島　俊  光団

本

部

副 団 長

小　村　一　美

井　上　信　一

井　川　　　透

福　嶋　美　文

宮　元　真　一

団 長

迫　口　信　幸

平　井　浩　二

氏 名

R2.4.1

坂　木　良　次

ポ ン プ 積 載 車

15

尾　籠　真　介

48013 13

計

R2.4.1

３　消防団幹部一覧表

役 職 等 名

人　　　　　　員

小 型 動 力

２　消防団員の階級別配置状況

団員部長 班長分  団  長

定　　員

副 団 長団  長

14

台

１　出水市消防団現勢
R2.4.1

小 型 動 力
実　　員

消 防 ポ ン プ

自 動 車 ポ ン プ

機　　　　　　　　　　　　　　　　　材

15

台

1

副分団長

4

493

人 人 台

480

83



362

計 97 101 84 89 60 30 19 480

50 29 13 7団　　　　　員 97 98 68

29

班　　　　　長 3 14 24 14 2 1 58

11 9 6 1部　　　　　長 2

13

副　分　団　長 3 5 3 2 13

1 3 5 4分　　団　　長

1

副　　団　　長 1 3 4

1団　　　　　長

年
以
上

計

階級別 9 14 19 24 29

30

年
未
満

～ ～ ～ ～ ～

在職年数別

480

５　消防団員の階級別在職年数

10 15 20 25

計 11

5 5

3011 32

32

（全体平均　４２．１歳）

24

R2.4.1

61 80 112 82 53 49

4 5

5357 74 81

班　　　　　長

362

9 7 58

団　　　　　員

29

5 3 13

21 12

1 117 6 4

副　分　団　長 1 4

部　　　　　長

3 6 13

4 4

分　　団　　長

団　　　　　長

22

1

49 54

副　　団　　長

～ 歳
以
上

計

44

～ ～ ～

1

24 29 34 39

～歳
未
満

～ ～

5540 45 50

階級別

4　消防団員の年齢 R2.4.1

年齢別 20 20 25 30 35
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6　消防団員の職業構成

国家公務員 日本郵政 地方公務員 その他 うち学生

グループ

480 0 4 64 393 339 26 0

団　　　長 副団長 団　　員

160,000 130,000 47,000

そ　　　の　　　他

　幹部会、その他の会議

　１日につき　　　　　　５，０００円

　機関員手当　年　 １４，４００円

種　　　　　　　類 水　・　火　災　出　動 警　　戒 ・ 訓　　練

　４時間以内をもって 　１回につき

公 務 員

その他

26

特殊法人等公務

員に準ずる職員

階　　　　級

年　報　酬　額

７　消防団員の年報酬

R2.4.1

50,000

R2.4.1（単位：円）

89

R2.4.1

19

自営業者

職 業 構 成 就 業 形 態

被用者

班　　長分 団 長

計

85,000

副分団長

60,000

部　　長

53,000

家族従事者

８　消防団員の諸手当

諸　　手　　当

　　　　　　５，０００円

　１回　

　　　　　　　５，０００円
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９　消防団の消防機材
（１）消防ポンプ自動車

（㎏） （ｍ） （ｍ） （本）

5.22
1.88

30
２号車部 ２    連 2.49

Ａ２ 3,660 軽量
アルミ製第１１分団

日 野 H17. 3. 4 森田

5.45いすず H10.11.27 森田
1.86

30
1 号 車 部 ２    連 2.49

Ａ２ 3,640 軽量
アルミ製第１１分団

30
２号車部 ２    連 2.43

Ａ２ 4,070 軽量
アルミ製第１０分団

三 菱 H19. 3. 7
日本
機械

5.23
1.89

H26. 2.26
ナカム
ラ消防
化学

5.15
1.87

30
１号車部 折タタミ 2.41

Ａ２ 4,000 軽量
アルミ製第１０分団

日 野

２    連 2.47
Ａ２ 3,960 軽量

アルミ製
5.20

1.88

30
２号車部 折タタミ 2.61

Ａ２ 3,890

30
２号車部

第８分団
トヨタ H 27.10.16

日本
機械

H31.3.27
イズミ
商事

第９分団
日野

5.14
1.90

H25.2.26
日本
機械

5.22
1.91

軽量
鉄    製

28
１号車部 折タタミ 2.62

Ａ２ 3,880 軽量
鉄    製第８分団

日 野

R2.4.1

30

30

30

2.39

1.90

2.39

30

5.20

5.20

5.23

30

30

30
1.89

2.46

1.90

2.39

5.20

5.20

5.25

5.20

1.89

2.65

1.89

2.48

1.90

軽量

軽量

軽量

軽量

軽量

軽量

軽量

Ａ２

Ａ２

Ａ２

3,910

3,910

4,420

4,160

3,910

4,000

3,950

Ａ２

Ａ２

Ａ２

Ａ２

H26.10.27

吉谷

吉谷

ナカム
ラ消防
化学

ナカム
ラ消防
化学

吉谷

ナカム
ラ消防
化学

ナカム
ラ消防
化学

H20. 3.19

R2.3.24

H13. 8.20

H26. 2.26

第７分団

三 菱

三 菱

三 菱

日 野

三 菱

日 野

日　野

第３分団

第４分団

第５分団

第６分団

全  長
高　さ ホース

分団名 車名
幅　員 積 載

年月日 能力 重量 種類 種　類

放水 車両 吸管 梯子の登　録 ポンプ

第１分団

第２分団

H13. 8.20

H13. 8.20

種類

アルミ製

折タタミ

アルミ製

折タタミ

ステンレス製

折タタミ

1.89

2.45

アルミ製

折タタミ

アルミ製

折タタミ

アルミ製

折タタミ

アルミ製

折タタミ
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（２）　小型動力ポンプ積載車

20
第 9 分 団

トーハツ

分団 名

小 型 動 力 ポ ン プ 積 載 車

(kw) トヨタ

1 号 車 部
H29

シバウラ H27. 7.28 43 20

H30. 1.30 22 トヨタ H30.1.24 1.99

第 2 部
（年） H 8.12.18

トーハツ H7
第 4 分 団

第 2 部

H8
第 3 分 団

トーハツ H9

種 類
ホース

積  載
車 名 型  式

年月日

(本）

登  録

気 量年月日

購  入
出  力

1.99 (L)

総 排

トーハツ

H 9.12.10

ラビット

H10

H7

H8

シバウラ

第 3 分 団

第 3 部

シバウラ
第 4 分 団

第 3 部

第 5 分 団

第 2 部

第 5 分 団

第 3 部

ラビット

シバウラ

H28. 7.28

H28. 7.28

H29. 8.31

H29. 8.31

H28. 7.28

H24. 6. 7

H30.12. 7

シバウラ

H25. 6.28

H30.12. 7

22

22

32

32

22

40

32

46

32

トヨタ

トヨタ

トヨタ

トヨタ

トヨタ

トヨタ

トヨタ

トヨタ

トヨタ

H9

H8

H7

H9

H 7.11.28

H10.12. 7

H 7.11.28

H 8.12.18

H 9.12. 5

H 8.12.18

H 7.11.28

H 9.12.10

1.99

1.99

1.99

1.99

1.99

1.99

1.99

1.99

1.99

20

20

20

20

20

20

20

20

20

第 6 分 団

第 2 部

第 7 分 団

第 3 部

第 2 部

第 6 分 団

第 3 部

第 7 分 団

1.99
第 12 分 団

シバウラ H27. 7.28 43 トヨタ H8 20
上 名 部

トーハツ H8
第 13 分 団

下 名 部

H 8.11.15

トーハツ
第 13 分 団

餅 井 部

H19.10.22

H26.8.25

H26.8.25

トーハツ
第 12 分 団

青 木 部

22

22

43 トヨタ

トヨタ

トヨタ H7

H7 20

20

20

R2.4.1

H 7.11.12

H 8.11.15

H 7.11.12

1.99

1.99

1.99
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10　自治会自衛消防隊

　⑴　桂島自衛消防隊

　　　人 員   １１人（隊長：川　元　谷　男）

　　　機 材   小型動力ポンプ２台　 ホース２０本

     ホース１０本（４０㎜)

　⑵　上場自衛消防隊

　　　人 員   ３７人（隊長：田　中　智　彰）

　　　機 材   小型動力ポンプ１台　ホース２０本

　⑶　福ノ江港自衛消防隊

　　　人 員   １７人（隊長：中　村　優　介）

　　　機 材   小型動力ポンプ１台　ホース２０本
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ク ラ ブ 名

1 福ノ江港婦人防火クラブ 7 (人)

2 太田女性防火クラブ 42

49

ク ラ ブ 名

1 出水小学校少年消防クラブ 12 （人）

2 西出水小学校少年消防クラブ 10

3 東出水小（出水ＳＳＳ少年消防クラブ） 18

4 切通小学校少年消防クラブ 10

5 鶴荘学園少年消防クラブ 12

6 高尾野小学校ソフトボール少年消防クラブ 15

7 野田小学校少年消防クラブ 17

94

ク ラ ブ 名

1 太陽の子鹿島こども園幼年消防クラブ 20 （人）

2 沖田保育園幼年消防クラブ 13

3 えいふく保育園幼年消防クラブ 19

4 だるま保育園幼年消防クラブ 45

5 わかたけ保育園幼年消防クラブ 60

6 もみじ保育園幼年消防クラブ 24

7 慈光幼稚園幼年消防クラブ 42

223

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.1

  〃  黄金町８１１番地

　〃  上鯖渕１８６６番地

  〃  下鯖町１５２０番地

計

　〃  境町１２８６番地

　〃  荘１７４８番地

　〃  高尾野町柴引１５５９番地

計

  〃  麓町１４５９番地

  〃  五万石町９８０番地

出水市知識町２９９番地

所 在 地

１２　少年消防クラブ

出水市麓町９番１３号

　〃  西出水町１０４５番地

  〃  高尾野町柴引２０６１番地

  〃  高尾野町柴引２０５５番地１

計

１１　婦人防火クラブ

人 員

人 員

人 員

所 在 地

 出水市汐見町福ノ江港自治会

所 在 地

　〃  野田町上名３７５番地

 〃 上鯖渕１０６５－２

１３　幼年消防クラブ
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表 彰



１　消防職員の被表彰状況
（人）

40 35 30 25 20 30 20

年 年 年 年 年 年 年

22 14 33 53 9 12 53 43 70 3 2 2 69 74 31 42 79

0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 0 2

22 14 33 53 9 56 70 4 2 2 69 74 81

全

国

優

良

消

防

職

員

表

彰

消

防

機

械

器

具

等

の

改

善

功

績

章

出

水

支

部

長

表

彰

年　度　　　　

功

績

章

精

績

章

令和元年度分

鹿　児　島　県　消　防　協　会

表

彰

消

防

庁

長

官

全　国　消　防　長　会

全

国

消

防

協

会

永

年

勤

続

功

労

章

勤

続

章

勤

続

章

精

績

章

功

労

章

H19
以降
廃止

H19
以降
廃止

H17
以降
廃止

H17
以降
廃止
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　　　　区　分

日本消防協会

平成30年度以前

合 計

永

年

勤

続

功

労

章



２　消防団員の令和元年度表彰一覧表
種 別 所 属 階 級 氏　　　名

第 ８ 分 団 分 団 長 白 下 明 弘

第 ２ 分 団 副 分 団 長 井手上 秋弘

第 ５ 分 団 第 ２ 部 団 員 林 信 一

第 １ ０ 分 団 １ 号 車 部 団 員 岡 田 隆 司

第 １ ０ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 三 原 仁

第 １ ２ 分 団 分 団 長 大 田 幸 次

第 ５ 分 団 分 団 長 本 田 直 秀

第 ５ 分 団 自 動 車 部 部 長 小 村 護

第 ７ 分 団 第 ３ 部 班 長 北 薗 利 廣

第 ５ 分 団 自 動 車 部 団 員 三 角 浩 行

第 ５ 分 団 自 動 車 部 団 員 大 山 要 喜

第 ５ 分 団 第 ３ 部 団 員 新 屋 祐 一

第 ５ 分 団 第 ３ 部 団 員 加 納 久 志

第 ８ 分 団 １ 号 車 部 団 員 福 永 隆 志

第 １ １ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 橋 元 邦 和

第 １ 分 団 副 分 団 長 竹 林 英 久

第 ４ 分 団 第 ２ 部 団 員 中 塩 健 一

第 ４ 分 団 第 ３ 部 部 長 福 脇 和 幸

第 ８ 分 団 ２ 号 車 部 部 長 神 孝 輔

第 １ ２ 分 団 青 木 部 部 長 七 枝 光 輝

第 １ ３ 分 団 下 名 部 部 長 道 上 兼 正

第 ６ 分 団 第 ３ 部 班 長 冨 田 英 孝

第 １ ０ 分 団 １ 号 車 部 班 長 町 田 貴 浩

第 １ 分 団 自 動 車 部 団 員 小幡 興太郎

第 ５ 分 団 第 ３ 部 団 員 祝 井 隆 治

第 １ ０ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 中 尾 守

第 １ １ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 橋 元 邦 和

第 １ ２ 分 団 上 名 部 団 員 白木川 良和

第 １ ２ 分 団 上 名 部 団 員 塘 坂 洋 一

第 １ ３ 分 団 下 名 部 団 員 東 隆 宏

団　　本　　部 副　 団 　長 迫 口  信 幸
消防庁長官表彰
永年勤続功労章

消防団員退職者
１ 号 報 償
（５名）

県消防協会
総裁表彰
功績章

（１３名）

消防団員退職者
２ 号 報 償
（１１名）

日本消防協会
会長表彰勤続章

（２名）
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第 ２ 分 団 自 動 車 部 班 長 井手上 貴宏

第 ３ 分 団 第 ２ 部 班 長 前 平 真 一

第 ５ 分 団 自 動 車 部 班 長 積 山 浩

第 ７ 分 団 第 ３ 部 班 長 北 薗 利 廣

第 ８ 分 団 ２ 号 車 部 班 長 下 田 浩 一

第 ３ 分 団 自 動 車 部 団 員 四郎園 貴仁

第 ４ 分 団 自 動 車 部 団 員 岩 下 和 成

第 ４ 分 団 第 ２ 部 団 員 柊 野 隆 行

第 ５ 分 団 自 動 車 部 団 員 竹 園 雄 児

第 ６ 分 団 自 動 車 部 団 員 澤 田 嘉 秀

第 ７ 分 団 自 動 車 部 団 員 大 戸 幸 春

第 ７ 分 団 第 ２ 部 団 員 井 手 上 潤

第 ８ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 外 村 恵 一

第 １ ０ 分 団 １ 号 車 部 団 員 高 松 信 吾

第 １ １ 分 団 １ 号 車 部 団 員 甲 斐 美 利

第 １ ３ 分 団 下 名 部 団 員 道 上 耕 平

第 １ ３ 分 団 下 名 部 団 員 山 口 英 幸

第 １ ３ 分 団 餅 井 部 団 員 餅 井 隼 人

第 ５ 分 団 第 ３ 部 班 長 橋 口 博 敏

第 １ 分 団 自 動 車 部 団 員 上 野 昌 俊

第 ２ 分 団 自 動 車 部 団 員 青 﨑 譲 二

第 ２ 分 団 自 動 車 部 団 員 古 田 信 春

第 ３ 分 団 自 動 車 部 団 員 野 村 尚 志

第 ３ 分 団 第 ２ 部 団 員 松 元 誠 一

第 ４ 分 団 自 動 車 部 団 員 堀 昌 伸

第 ５ 分 団 自 動 車 部 団 員 米 森 浩 之

第 ５ 分 団 第 ２ 部 団 員 平 田 文 哉

第 ５ 分 団 第 ３ 部 団 員 原 口 大 祐

第 ６ 分 団 第 ２ 部 団 員 中 村 秀 人

第 ７ 分 団 自 動 車 部 団 員 住 吉 武 志

第 ７ 分 団 第 ２ 部 団 員 平 田 善 幸

第 ９ 分 団 １ 号 車 部 団 員 野 畑 健 一

第 ９ 分 団 １ 号 車 部 団 員 玉 利 玲

県知事表彰
（１０年勤続章）

（１８名）

副　 団 　長

尾野島 俊 光

県消防協会
総裁表彰
精績章

（１８名）

坂 木  良 次

県知事表彰
（４０年勤続章）

（２名）

団　　本　　部

団　　本　　部

団　　　　長
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第 ９ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 上 迫 伸 成

第 ９ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 花 木 聡 仁

第 １ ３ 分 団 餅 井 部 団 員 山 下 典 功

第 ３ 分 団 自 動 車 部 部 長 益 田 茂 満

第 ９ 分 団 ２ 号 車 部 部 長 軸 薗 俊 介

第 ３ 分 団 第 ３ 部 班 長 原 田 拓 郎

第 ５ 分 団 第 ２ 部 班 長 浦 本 仁 志

第 ７ 分 団 第 ２ 部 班 長 吉 田 隆 司

第 ７ 分 団 第 ２ 部 班 長 野 﨑 勝 智

第 ９ 分 団 １ 号 車 部 班 長 神 智 幸

第 １ 分 団 自 動 車 部 団 員 河末 信一郎

第 １ 分 団 自 動 車 部 団 員 江 口 隆 憲

第 ４ 分 団 自 動 車 部 団 員 酒 本 祐 喜

第 ４ 分 団 自 動 車 部 団 員 宮 後 聖 仁

第 ４ 分 団 第 ３ 部 団 員 山 内 慶 太

第 ４ 分 団 第 ３ 部 団 員 上 山 修 平

第 ５ 分 団 自 動 車 部 団 員 八 代 伸 二

第 ６ 分 団 第 ２ 部 団 員 金 丸 伸 一

第 ７ 分 団 自 動 車 部 団 員 日 迫 紀 雄

第 ８ 分 団 １ 号 車 部 団 員 岩八重 智博

第 ８ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 石 橋 和 幸

第 ８ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 増 本 博 文

第 １ １ 分 団 １ 号 車 部 団 員 永 田 知 也

第 １ １ 分 団 １ 号 車 部 団 員 川 中 正 人

第 １ １ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 松 田 剛

第 １ ３ 分 団 下 名 部 団 員 近 江 園 壮

第 １ ３ 分 団 餅 井 部 団 員 郡 山 彰 士

県知事表彰
（１０年勤続章）

（１８名）

出水支部長表彰
永年勤続

（１５年以上）
（２４名）
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第 ２ 分 団 自 動 車 部 班 長 右 田 勝 広

第 ４ 分 団 第 ３ 部 班 長 田 中 伸 幸

団 本 部 女 性 部 団 員 前 田 智 子

団 本 部 女 性 部 団 員 古賀 千代子

団 本 部 女 性 部 団 員 原 田 る み

団 本 部 女 性 部 団 員 山 道 早 苗

団 本 部 女 性 部 団 員 江 口 佳 世

団 本 部 女 性 部 団 員 坂 下 仁 美

第 ２ 分 団 自 動 車 部 団 員 山 道 大 輔

第 ３ 分 団 自 動 車 部 団 員 中村 俊一郎

第 ３ 分 団 第 ２ 部 団 員 溝 上 卓 也

第 ４ 分 団 第 ３ 部 団 員 石 元 智 博

第 ４ 分 団 第 ３ 部 団 員 濵 上 裕 司

第 ５ 分 団 第 ２ 部 団 員 西 清 孝

第 ５ 分 団 第 ２ 部 団 員 松 本 真 一

第 ５ 分 団 第 ３ 部 団 員 菴 木 亮 平

第 ６ 分 団 自 動 車 部 団 員 竹 内 伸 哉

第 ６ 分 団 自 動 車 部 団 員 冨 田 康 平

第 ８ 分 団 １ 号 車 部 団 員 太 田 真 司

第 ８ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 黒 﨑 厚 志

第 ８ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 武 内 正 輝

第 １ ０ 分 団 １ 号 車 部 団 員 田 中 宏 章

第 １ ３ 分 団 下 名 部 団 員 若 松 真 一

第 １ ３ 分 団 下 名 部 団 員 山 内 大 樹

第 １ 分 団 自 動 車 部
部 長
大 塚 健 文

大 塚 美 香

第 １ 分 団 自 動 車 部
班 長
辻 田 主 税

辻 田 幸 子

第 １ 分 団 自 動 車 部
団 員
鳥 越 健

鳥 越 薫 里

第 ６ 分 団 第 ２ 部
班 長
中 山 浩 喜

中 山 真 弓

第 ８ 分 団
分 団 長
新 垣 裕 勝

新 垣 京 子

第 ６ 分 団 自 動 車 部 団 員 澤 田 嘉 秀

第 ６ 分 団 自 動 車 部 団 員 澤 田 嘉 徳

出水支部長表彰
優良団員

（１０年以上）
　（２４名）

市長表彰
特別協力者
夫婦表彰
（５名）

市長表彰
特別協力者
兄弟表彰
（２名）
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優 良 分 団

優 良 自 動 車 部

優 良 小 型 部

努 力 賞 （ 自 動 車 部 ）

努 力 賞 （ 小 型 部 ）

特 別 表 彰

第 ４ 分 団 自 動 車 部 班 長 堀 昌 伸

第 ５ 分 団 第 ３ 部 班 長 橋 口 博 俊

団 本 部 女 性 部 団 員 前 田 智 子

団 本 部 女 性 部 団 員 古賀 千代子

団 本 部 女 性 部 団 員 原 田 る み

団 本 部 女 性 部 団 員 山 道 早 苗

団 本 部 女 性 部 団 員 江 口 佳 世

団 本 部 女 性 部 団 員 坂 下 仁 美

第 １ 分 団 自 動 車 部 団 員 上 野 昌 俊

第 ２ 分 団 自 動 車 部 団 員 青 﨑 譲 二

第 ２ 分 団 自 動 車 部 団 員 古 田 信 春

第 ３ 分 団 自 動 車 部 団 員 野 村 尚 志

第 ５ 分 団 自 動 車 部 団 員 米 森 浩 之

第 ５ 分 団 第 ２ 部 団 員 平 田 文 哉

第 ５ 分 団 第 ３ 部 団 員 原 口 大 祐

第 ６ 分 団 第 ２ 部 団 員 中 村 秀 人

第 ７ 分 団 自 動 車 部 団 員 住 吉 武 志

第 ７ 分 団 第 ２ 部 団 員 平 田 善 幸

第 ９ 分 団 １ 号 車 部 団 員 野 畑 健 一

第 ９ 分 団 １ 号 車 部 団 員 玉 利 玲

第 ９ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 上 迫 伸 成

第 ９ 分 団 ２ 号 車 部 団 員 花 木 聡 仁

第 １ ３ 分 団 餅 井 部 団 員 山 下 典 功

該 当 な し

第 ９ 分 団 ２ 号 車 部

団長表彰
団体表彰
（５団体）

第 ３ 分 団

団長表彰
優良団員
（２３名）

第 ７ 分 団 第 ３ 部

第 ３ 分 団 自 動 車 部

第 ３ 分 団 第 ３ 部
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